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2広報わかざくら　平成27年３月号

（実　施　期　間）

３月１日（日）～３月７日（土）の７日間

春の火災予防運動実施中
　３月１日から３月７日まで全国一斉に火災予防運動が実施され
ています。これに伴い全国山火事予防運動、車両火災予防運動も実
施されています。

（平成 26 年度全国火災予防運動統一標語）

『	もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
（平成 26 年全国山火事予防運動統一標語）

『	守りたい　森の輝き　防火の心	』

桜井消防署では次の行事を実施しています。
◎予防査察
　・防火対象物の査察
　・危険物施設の査察
◎独居老人家庭の防火診断〈桜井南小学校区〉
　２月 26 日（木）～３月 26 日（木）
◎幼年消防クラブによる防火啓発イベント
　＜日時・場所＞　３月２日（月）午前 10 時～
　　　　　　　　　イオン桜井店
◎合同訓練
　消防署と消防団による合同訓練を実施。　
　＜日時・場所＞　３月８日（日） 午前９時～
　　　　　　　　　大字金屋（大和川河川敷）
　＜参加消防団＞　安倍・大福・桜井一分団各機動部

☆注意事項
・�枯れ草等の燃えやすい物のある場所では、たき火はしない。
・たき火の場所を離れるときは、完全に火を消す。
・強風時および乾燥時にはたき火、火入れをしない。
・たばこの吸殻は、必ず消すとともに、投げ捨てをしない。
・火遊びはしない。

【消防署】

住宅防火

いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

☆３つの習慣
〇寝たばこは絶対にやめる。
〇�ストーブは、燃えやすい物から離れた位
置で使用する。
〇�ガスコンロなどのそばを離れるときは、
必ず火を消す。

☆４つの対策
○�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
器を設置する。
○�寝具や衣類からの火災を防ぐために、防
炎製品を使用する。
○�火災を小さいうちに消すために、住宅用
消火器等を設置する。
○�お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくる。

清
掃
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て

　
「
浄
化
槽
法
」
で
は
、
１
年

に
１
回
清
掃
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

を
清
掃
し
な
い
と
、
河
川
の
汚

染
や
浄
化
槽
の
故
障（
詰
ま
り
）

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

年
に
１
回
清
掃
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
は
清
掃
公
社
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
数
料
口
座
振
替
の
お
願
い

　

し
尿
く
み
取
り
家
庭
の
「
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
ふ
ん

尿
）」
の
支
払
い
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
市
内
の
金
融
機

関
ま
た
は
清
掃
公
社
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
収
集

転
入
・
転
居
・
転
出
等

の
際
は
ご
連
絡
を

　

転
入
や
転
居
・
転
出
（
し
尿

く
み
取
り
家
庭
に
つ
い
て
は
世

帯
内
の
人
数
の
変
更
）
等
が
あ

れ
ば
、
必
ず
清
掃
公
社
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
浄
化
槽
・

従
量
制
家
庭
を
除
く
。）

【
清
掃
公
社	

	

45
‐
２
０
０
５
】

春の火災予防運動実施中



3 広報わかざくら　平成27年３月号

平成 26 年火災・救急概況平成 26 年火災・救急概況
　桜井消防署では、平成 26 年（１月１日～
12 月 31 日）の火災、救急概況を取りまとめ
ました。
　火災件数は前年より５件増加の 39 件、救急
件数は前年より 94 件減少の 2,795 件の出動が
ありました。

平
成
26
年
度桜

井
市
消
防
団
活
動
報
告

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
火
災
・
風
水
害
等
の
出
動
の
他
に
次
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
、
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
啓
発
、
広
報
活
動

○
防
火
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
春
季
）

○ 

消
防
車
両
に
よ
る
市
内
防
火
啓
発
パ
レ
ー

ド
（
秋
季
）

２
、
警
備
、
警
戒
活
動

○
お
ん
ぱ
ら
祭
り
警
備
（
大
神
神
社
）

○
繞に

ょ
う
ど
う
さ
い

道
祭
警
備
（
大
神
神
社
）

○
年
末
特
別
警
戒
（
市
内
全
域
）

○
だ
だ
お
し
警
備
（
長
谷
寺
）

３
、
訓
練
、
教
育

○ 

各
分
団
内
に
お
け
る
機
動
部
、
部
の
合
同

訓
練
お
よ
び
各
部
に
お
け
る
訓
練

○ 

消
防
操
法
大
会
出
場
に
伴
う
訓
練
（
桜
井

二
分
団
）

○
桜
井
消
防
署
と
の
合
同
訓
練

○
桜
井
、
橿
原
、
宇
陀
、
三
市
合
同
訓
練

○
文
化
財
防
火
週
間
中
の
訓
練
（
談
山
神
社
、
大
神
神
社
、
長
谷
寺
）

○
消
防
大
学
校
、
県
消
防
学
校
へ
の
入
校

○
新
入
団
員
、
消
防
ポ
ン
プ
機
関
員
へ
の
教
育
、
訓
練

○
応
急
手
当
普
及
員
講
習
の
受
講

○
Ｓ
‐
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
消
防
団
危
険
予
知
訓
練
）
研
修
の
開
催

○
人
権
学
習
会
の
開
催

４
、
そ
の
他

○
消
防
団
出
初
式
の
開
催

○
県
、
市
主
催
の
各
事
業
、
行
事
へ
の
参
加

○
全
国
、
県
消
防
協
会
、
都
市
消
防
団
長
会
の
各
事
業
、
行
事
の
開
催
、
参
加

○
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ
の
参
加

○
「
救
急
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

○
地
域
内
に
お
け
る
水
利
点
検 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���　
【
危
機
管
理
課
】

桜井消防署管内の災害情報等の
問い合わせ

【もしもし！　火事はどこですか？】
４２‐４１１９

　この番号に電話をかけると、災害発生場
所と災害種別が確認できます。
○��外出先で消防車のサイレンを聞き、自
宅ではないかと不安だ。
○��知人宅の方向に、消防車が走っていっ
たので心配だ。
と思うときは、この電話番号を利用する
と便利です。

※�１１９番通報での災害等の問い合わせ
は、緊急通報の妨げとなりますので、一
般電話を利用してください。　　　　

建物 林野 車両 その他 爆発 合計
平成 26 年 21 １ １ 16 ０ 39
平成 25 年 ９ ２ ３ 20 ０ 34

急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
平成 26 年 1,706 292 396 401 2,795
平成 25 年 1,798 314 408 369 2,889

＜火災の部＞　火災件数（39 件）
平成 26 年：39 件　平成 25 年：34 件

＜救急の部＞　救急件数（2,795 件）　搬送人員（2,656 人）
平成 26 年：2,795 件　平成 25 年：2,889 件

【消防署】



4広報わかざくら　平成27年３月号

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

1 桜井囲碁愛好会
田村一夫
49 ‐ 0078

囲碁は最高の知的ゲームです。碁を
打って脳を活性化しましょう。

第１・３日曜日
午後１時～５時

2
歌謡クラブ
花水木

杉山孝一
42 ‐ 1317

初心者歓迎。杉山美智子先生の指導
で演歌を楽しく練習しませんか。

第２・４木曜日
午後１時 10 分～３時 10 分

3
ときわぎジョイフ
ルハーモニー

山下えみ子
42 ‐ 3854

歌詞に手話をつけて新しいいろんな
歌に挑戦したいと考えています。

第１～４土曜日
午後２時～４時

4 桜井エコー
池田定子
43 ‐ 3435

楽しく素敵な合唱曲に出会えます。
ハーモニー作りをぜひ御一緒に。

第１～４金曜日
午後１時～３時 30 分

5 桜井混声合唱団
速水勢津子
45 ‐ 2275

日頃の生活の中に音楽がぐっと身近
になります。皆様唱いましょう。

第１～４土曜日
午後６時 30 分～８時 30 分

6 桜井市吹奏楽団
堀田直人
42 ‐ 9162

高校生から 50 代まで幅広い年齢の
音楽好きが集まっています。

第２・４日曜日
午後２時～５時

7
桜井・遊ｉｎｇ
ハーモニカクラブ

樽井捨二
42 ‐ 9180

ハーモニカの美しいハーモニーを、
みんなで楽しんでみませんか。

第２・４水曜日
午後１時 30 分～４時

8 銀音じゃず楽団
松田正人
42 ‐ 2368

結成 49 年目の老舗ジャズバンドで
す。Ｔｐ・Ｔｂ募集中です。

第１～４土曜日
午後７時～９時

9 撫子会
鈴木邦子
43 ‐ 8931

老若男女を問わず美しいお琴の音色
に誘われて入会してみませんか。

第１～３土曜日
午前９時～午後５時

10 大正琴　福寿草
鶴岡登代
43 ‐ 3925

童謡、ポピュラーヒットソングいっ
しょにチャレンジしてみませんか。

第１・３日曜日
午前９時 30 分～午後３時 30 分

11
フォークダンス
やまざくら

角成子
46 ‐ 0182

健康作り仲間作り、楽しく踊る女性
だけの笑顔のサークルです。

第１～４水曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

12 桜井洋画クラブ
豊田穣一
42 ‐ 5975

油彩・水彩を始めませんか。スケッ
チや美術鑑賞にも出かけますよ。

第２・４金曜日
午後１時 30 分～４時 30 分

13 日本画クラブ
渕本知加子
43 ‐ 8857

初心者の方、経験者の方、御一緒に
日本画を楽しんでみませんか？

第１・３木曜日
午後１時～４時 15 分

14 俳画クラブ
吉岡とみ子
42 ‐ 6120

四季の草花、人物など色紙に描いて
みませんか。若干名募集します。

第２・４水曜日　　　　　　　　　　　　　　　　
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

15 英会話クラブ
藤井義晴
43 ‐ 7107

海外からのお客様に英会話でおもて
なし！楽しいコミュニケーション！

第２・４金曜日
午後７時～９時

16
おもしろハングル
（中級）クラブ

北西明輝
43 ‐ 2340

楽しい歌や料理等と親しんで、面白
く韓国語を学んでみませんか。

第２・４金曜日
午後７時 30 分～９時

17 茶道クラブ
大谷美好
45 ‐ 4063

表千家の、お稽古をしています。お
気軽に遊びにいらしてください。

第１・３水曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

18 押絵クラブ
伴山博美
42 ‐ 2168

布を使って、四季を感じる壁飾りを
御一緒に手作りしてみませんか。

第２・４木曜日　　　　　　　　　　
午後１時～４時

中央公民館講座クラブ生募集
　

公
民
館
は
み
な
さ
ん
の

身
近
に
あ
る
生
涯
学
習
の

場
で
す
。
新
し
い
出
会
い

と
楽
し
い
活
動
を
と
お
し

て
、
仲
間
づ
く
り
や
豊
か

な
生
活
、
地
域
づ
く
り
の

場
と
し
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
方
法

代
表
者
に
直
接
電
話
、
も

し
く
は
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

中
央
公
民
館
窓
口
の
申
込

用
紙
に
①
ク
ラ
ブ
名
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
を

記
入
し
、
中
央
公
民
館

（
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大

字
粟
殿
２
０
２
番
地
）
へ

★ 

市
内
在
勤
の
人
は
、
勤
務

先
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

入
会
随
時
。
会
費
が
必
要

で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公

民
館
（

45
‐
０
９
６
５
）

※
月
・
火
曜
日
休
館

【
中
央
公
民
館
】



5 広報わかざくら　平成27年３月号

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

19 組紐クラブ
吉堂弘子
43 ‐ 8382

初心者歓迎。絹糸で自分なりの手加
減で組む作品づくり学びませんか。

第１・３木曜日
午前 10 時～正午

20
第３パッチワーク
クラブ

中央公民館ま
で問い合わせ
てください。

初めての方大歓迎です。作品づくり
を一緒に楽しみませんか？

第１金曜日
午前９時 30 分～正午
第３水曜日
午前９時 30 分～午後４時

21 棒針編クラブ
杉本冨美子
43 ‐ 1810

手編みの楽しさを味わってください。
若干の会員を募集いたします。

第２・第４木曜日　　　　　　　　　
午後１時～３時

22
俳画風和紙絵
クラブ

澤井光子
45 ‐ 4041

和紙をちぎって絵を作る楽しさ、小
さな感動を味わってみませんか。

第４土曜日
午後１時～３時 30 分

23 書道愛好クラブ
小城義隆
080 ‐

3828 ‐ 4371

みんな楽しく書道しています。美文
字目指し仲間に入りませんか。

第２・４金曜日
午後７時～９時

24 第１書道クラブ
犬塚洋子
43 ‐ 5198

先生のお手本のもと、皆んなで楽し
くお稽古しています。

第２・４金曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

25 第２書道クラブ
岸下かずえ
46 ‐ 2131

楽しい仲間優しい先生一緒にお習字
始めませんか。お待ちしてます。

第１・第３金曜日　　　　　　　　　
午後１時～３時

26 墨憧クラブ
森康員
42 ‐ 6291

墨・毛筆で和紙のうえ好きな書風で
文を描くユッタリとした一時を。

第１・３土曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

27 音羽句会
外嶋尚春
42 ‐ 5149

俳句に親しみ先生の指導と添削を受
けて上達を目指すクラブです。

第１・３木曜日
午後１時～４時 30 分

28 短歌　あとみ会
後藤万里子
43 ‐ 5069

感動し心に残った事歌ってみよう。皆
んなで楽しく語り合う。ワイワイとね。

第４水曜日
午後１時 30 分～４時 30 分

29 ゆづき短歌会
髙松隆司
43 ‐ 0826

貴方の思いを短歌で表現してみませ
んか。初心者を歓迎します。

第４土曜日
午前 10 時～正午

30 陶芸クラブ　宗炎
金岡三智世
43 ‐ 0801

私達は温かい雰囲気で楽しく陶芸し
ています。いつでも見学大歓迎！

第１木曜日�午後１時～５時
第３木曜日�午前９時～正午

31 陶芸クラブ　陶円
西﨑綾子
43 ‐ 1454

陶芸に興味のある方是非お入りくだ
さい。皆んなでお待ちしています。

第１・３金曜日
午前９時～正午

32
陶芸クラブ
どろんこ

藤野喜志江
46 ‐ 5657

和気あいあいと自由作陶に励むクラ
ブです。ご一緒しませんか。

第１木曜日�午前９時～正午
第３木曜日�午後１時～５時

33 陶芸クラブ　弥生会
中川暢子
45 ‐ 5391

私達と一緒に自分だけの作品を作っ
てみませんか。楽しいですよ。

第１・３金曜日
午後１時～５時

34 木彫クラブ
井生良三
090 ‐

2195 ‐ 8189

木彫やりませんか！楽しいよ～。充
実の人生、楽しみませんか。

第１金曜日
午前９時 30 分～午後４時
第２～４金曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

35
いきいきシルバー
クッキング

美並薫
42 ‐ 6113

クッキングにチャレンジして、有意
義な食生活を送ろう！！

第１・第３木曜日　　　　　　　　　
午前９時～ 12 時

36 七宝クラブ
米川美江子
43 ‐ 4749

自分だけのガラスの輝き。楽しい仲
間と一緒に作ってみませんか？

第２・４水曜日
午前９時～午後４時

37 前結び着付クラブ
福本タミ子
45 ‐ 3660

和の着こなしを一緒に練習しません
か、お待ちしています。

第２・４金曜日
午前 10 時～正午

38 邦楽竹桜会
村島茂信
43 ‐ 6741

音色を心の癒しに練習をして、慰問
活動等に参加をしてみませんか。

第２・第４水曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　
午後１時～５時

39
フラワー
アレンジメント

藤本正子
42 ‐ 3957

生花やプリザーブドフラワーを使っ
てアレンジを楽しみます。

第３週金曜日　　　　　　　　　　　　　　　
午前 10 時～ 11 時 30 分
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内容 対象 曜日 時間 場所
レ ス リ ン グ 小１～中３ 土 午後５時～７時 30 分 市民体育館

卓 球
小１～中３

水・金 午後７時～９時

総合体育館

土 午前９時～正午

柔 道 木・土 午後６時 30 分～８時 30 分

剣 道
H21.4.2 生まれ～中３

水・木 午後７時～８時 30 分

土 午後６時 30 分～８時

少 年 寺 拳 法 水・金 午後７時 15 分～８時 30 分

空 手 道 幼児～中３ 金 午後６時 30 分～８時 30 分

ラグビーフットボール 幼児～中３ 日 午前９時～ 11 時 30 分 纒向小グラウンド

回 月 /日 曜日 内容 会場
１ ４/１ 水 開講式 総合体育館
２ ４/８ 水 春うららかハイキング 市 内

３ ５/13 水
グラウンドゴルフ 芝グラウンド
スローイングビンゴ（雨天時） 総合体育館

４ ５/20 水 ステップアップ体操（１） 総合体育館
５ ６/３ 水 ステップアップ体操（２） 総合体育館
６ ６/17 水 ソフトペタンク 総合体育館

７ ７/１ 水
グラウンドゴルフ 芝グラウンド
ディスコン（雨天時） 総合体育館

８ ７/15 水 ニュースポーツ紹介 総合体育館
９ ９/２ 水 秋まんきつハイキング 市 外
10 ９/16 水 閉講式 中央公民館
※教室�時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分（ハイキングを除く）

◎
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
♪

▽�

費
用　

会
費　

３
、０
０
０
円 

（
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係
（
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２
番
地
）
ま
で
３
月
13

日
（
金
）《
必
着
》
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ご
案
内
を
返
送
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
参
加
の
人
も
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【社会教育課】

詳細のお問い合わせは総合体育館（ 45 ‐ 0609）へ

競技スポーツをスキルアップしよう

教室で基本から学ぼう

平成 27年度

スポーツ教室　
　　　　・クラブ生募集
スポーツ教室　
　　　　・クラブ生募集

●…中学生以上の経験者

◆ジュニアスポーツ教室

◆スポーツクラブ
内容 対象 曜日 時間

グ�ラ�ウ�ン�ド�ゴ�ル�フ 60 歳以上 火・金 午前

バ ト ミ ン ト ン 一般

月 午前
金 午前
水 夜間
金 夜間

卓 球 一般 水・金 夜間
木・土 午後

バ � レ � ー � ボ � ー � ル 女性 水 夜間
一般 土 夜間

内容 対象 曜日 時間

ソフトバレーボール 女性 木 午前
一般 水 夜間

テ ニ ス 一般 水 午前
ソ� フ� ト� テ� ニ� ス ● 木 夜間
剣 道 一般 土 夜間
柔 道 ● 土 夜間
空 手 道 高校生以上 金 夜間
武�� 術� 太� 極�� 拳 一般 土 午前
ト�� リ�� ム�� 体�� 操 一般 水 午前

※傷害保険料と、登録料や消耗品費などが必要です。
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平
成
27
年
度
に
桜
井
市
教
育
委
員
会
が
行
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
に
お
け
る
、
掘
削
機
械
の
借
上
げ
業
務
に
つ
い
て
、
競
争
入
札
に

参
加
さ
れ
る
業
者
は
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
昨
年
度
申
請
を
提
出
し
た
業
者
は
、

２
か
年
（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）
効
力
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
札
参
加
者
の
資
格

① 

地
方
自
治
法
施
行
令
１
６
７
条
の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
。

② 

建
設
業
法
に
基
づ
く
許
可
業
者
で
あ
り
、
か
つ
平
成
25
年
10
月
１

日
～
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営

事
項
審
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

③ 

市
内
に
本
店
を
持
つ
業
者
で
あ
る
こ
と
。

④ 

発
掘
調
査
機
械
掘
削
業
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。（
過
去
10

年
間
以
内
）

◆�

受
付
期
間　

３
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

◆�

提
出
場
所　

文
化
財
課
文
化
財
係
（
〒
６
３
３
‐
０
０
７
４
大
字

芝
58
‐
２
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内

42
‐
６
０
０
５
）

◆
提
出
書
類
（
各
１
部
提
出
）

① 

発
掘
調
査
に
お
け
る
機
械
掘
削
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

※ 

申
請
書
は
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

② 

平
成
27
年
度
の
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
受
領

書
の
写
し

◆�

登
録
有
効
期
間　

追
加
受
付
申
請
と
な
る
た
め
平
成
27
年
度
の
み

◆
条
件
な
ど

① 

遺
跡
内
で
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
等
に
よ
る
機
械
掘
削
の
た
め
、
遺
構
・

遺
物
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
ず
調
査
員
の
指
示
に
よ

り
作
業
を
行
う
こ
と
。

② 

年
間
の
発
掘
調
査
件
数
は
10
件
前
後
見
込
ま
れ
る
。

③ 
１
件
に
つ
い
て
、
掘
削
・
埋
め
戻
し
業
務
が
１
日
か
ら
調
査
規
模

に
応
じ
た
作
業
日
数
に
な
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
く
こ
と
。

【
文
化
財
課
】

発
掘
調
査
に
お
け
る
機
械
掘
削
の

入
札
参
加
資
格
申
請
に
つ
い
て

観
光
客
に
新
た
な
ツ
ー
ル
を

観
光
ア
プ
リ

「
桜
井
　
さ
く
ナ
ビ
」配
信
開
始
！

　

観
光
旅
行
者
に
桜
井
市
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
向
け
の
観
光
ア
プ
リ
「
桜
井

さ
く
ナ
ビ
」
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
桜
井
市
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
導
入
し
た
も
の
で
、

市
内
の
社
寺
・
万
葉
歌
碑
・
祭
り
な
ど
の
情
報

を
地
図
情
報
サ
イ
ト
と
連
動
し
て
位
置
情
報
を

提
供
す
る
無
料
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
オ
ン
に
し
て
い
る
と
き
に
は
、

今
い
る
場
所
か
ら
の
経
路
も
表
示
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
観
光
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
地
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ひ
み
こ
ち
ゃ
ん

お
で
か
け
う
ら
な
い
」
が
あ

り
、
利
用
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
仕
組
み
も
持
た
せ

て
い
ま
す
。
ひ
み
こ
ち
ゃ
ん

が
得
意
の
占
い
に
よ
っ
て
、

今
の
あ
な
た
に
お
ス
ス
メ
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ

ト
と
万
葉
歌
碑
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
プ
リ
の
入
手
方
法

・Android

端
末
の
場
合

Google play

か
ら
「
桜
井
さ
く
ナ
ビ
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

・iO
S

の
場
合

App Store

か
ら
「
桜
井
さ
く
ナ
ビ
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ア
プ
リ
全
体
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先　

　

総
務
課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
２
４
）

▽
観
光
情
報
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
３
４
２
）　　
　
　
【
総
務
課
】
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さくらい

市議会だより

平成 27 年 3月 1日発行
‐№ 173 ‐

平成 26年
12月定例会　

平
成
26
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

11
億
９
、４
３
１
万
９
、０
０
０
円
を
可
決
！

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　

12
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、
12
月
４
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
提
出
議
案
の
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
11
日
の
本
会
議
に
お
い

て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
15
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
２
件
は
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
、
議
案
第
35
号
・

議
案
第
41
号
か
ら
第
45
号
に
つ
い

て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て

審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

第
30
号
か
ら
第
34
号
、
議
案
第
36

号
か
ら
第
40
号
に
つ
い
て
は
総
務

委
員
会
に
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
討
論
の
あ
と
採

決
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
19
日
に
本
会
議
が
再
開

さ
れ
、
総
務
委
員
会
か
ら
審
査
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
審
査

報
告
ど
お
り
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

２
件
の
追
加
提
出
が
あ
り
全
員
異

議
な
く
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。　

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）、

市
役
所
２
階
大
会
議
室
で
開
い
た

桜
井
市
議
会
初
め
て
の
議
会
報
告

会
に
は
、
70
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
報
告
会
は
昨
年
４
月

に
施
行
し
た
「
桜
井
市
議
会
基
本

条
例
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
な
ど
を
議
決

し
た
９
月
定
例
市
議
会
の
報
告

後
、
休
憩
を
挟
ん
で
、
参
加
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
は
、
市
政
全
般
に
渡
っ

て
様
々
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、

内
容
に
応
じ
て
議
長
や
各
委
員
長

が
回
答
し
ま
し
た
。

※
当
日
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

や
要
望
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
要

約
を
、
16
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
員
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
！

場
所
：
桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

期
日
：
平
成
26
年
11
月
17
日

議会報告会のようす

焼却施設内に入り、説明を受ける
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 17 号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

職員が運転する公用自動車の物損事故等
による損害賠償額を定める

承　認
（賛成全員）

報第 18 号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（平成 26 年度桜井
市一般会計補正予算（第２号））

補正額　29,725,000 円
平成 26 年 12 月 14 日執行の衆議院議員
総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に
かかる所要額

承　認
（賛成全員）

議案第 30 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市一般会計補
正予算（第３号）

補正額　1,194,319,000 円
一般管理費で財政調整基金への積立金な
らびに扶助費で生活扶助、住宅扶助及び
医療扶助にかかる追加所要額等

可　決
（賛成全員）

議案第 31 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

補正額　△ 2,100,000 円
人件費及び共済費の精査による減額補正

可　決
（賛成全員）

議案第 32 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市住宅新築資
金等貸付金特別会計補正予算
（第２号）

補正額　43,768,000 円
県の市町村財政健全化支援事業を活用し
て行う高利率の市債の繰上償還金等

可　決
（賛成全員）

議案第 33 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）

補正額　△ 1,684,000 円
人件費及び共済費の精査による減額補正

可　決
（賛成全員）

議案第 34 号
（総務委員会）

平成 26 年度桜井市介護保険特
別会計補正予算（第２号）

補正額　6,480,000 円
一般管理費で介護保険制度改正に伴うシ
ステム改修委託料

可　決
（賛成全員）

議案第 35 号
桜井市行政財産使用料条例の制
定について

行政財産の目的外使用にかかる使用料等
の算定について、根拠とする条例を整備
するもの

可　決
（賛成全員）

議案第 36 号
（総務委員会）

桜井市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の制定に
ついて

子ども・子育て支援法の施行に向け、必
要とされる条例を整備するもの

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 37 号
（総務委員会）

桜井市家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

児童福祉法の改正の施行に向け、必要と
される条例を整備するもの

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 38 号
（総務委員会）

桜井市放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

児童福祉法の改正の施行に向け、必要と
される条例を整備するもの

可　決
（賛成全員）

議案第 39 号
（総務委員会）

桜井市指定介護予防支援等の事
業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の制定
について

第 3 次の地域主権推進一括法による介護
保険法の一部改正の施行に伴い、必要と
される条例を整備するもの

可　決
（賛成全員）

議案第 40 号
（総務委員会）

桜井市地域包括支援センターの
包括的支援事業の実施に関する基
準を定める条例の制定について

第 3 次の地域主権推進一括法による介護
保険法の一部改正の施行に伴い、必要と
される条例を整備するもの

可　決
（賛成全員）

議案第 41 号
桜井市附属機関設置条例の一部
改正について

新たに設置する附属機関について規定を
加える

可　決
（賛成全員）

議案第 42 号
一般職の職員の給与に関する条
例等の一部改正について

人事院勧告に基づく給与改定
可　決

（賛成全員）

議案第 43 号
桜井市国民健康保険条例の一部
改正について

健康保険法施行令の改正に準じた出産育
児一時金の支給額の改正

可　決
（賛成全員）

議決結果
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高
谷
二
三
男

議 

長

札
辻　

輝
已

○

○

工
藤　

行
義

○

○

万
波　

迪
義

○

○

東
山　

利
克

○

○

東
　

俊

克

○

○

土
家　

靖
起

○

○

岡
田　

光
司

○

○

吉
田　

忠
雄

×

×

藤
井　

孝
博

○

○

西
　

忠

吉

○

○

我

妻
　

力

○

○

阪

口
　

豊

○

○

工
藤　

将
之

○

○

大

西
　

亘

○

○

井
戸　

良
美

○

○

議 員

議 案

議案第 36 号

議案第 37 号

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇　反対 ･･･ ×　棄権 ･･･ △　　欠席 ･･･ －）　※議長は表決に加わりません

精
神
障
が
い
者
の
福
祉
医
療
に
つ

い
て

　

   

障
が
い
者
団
体
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
、
県

は
平
成
26
年
度
か

ら
、
精
神
障
害
者

福
祉
保
健
手
帳
１

級
又
は
、
２
級
の

者
に
対
し
、
障
害

者
福
祉
医
療
制
度

の
助
成
を
す
べ
く

予
算
措
置
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、

町
村
で
は
平
成
26

年
10
月
か
ら
県
の

方
針
に
沿
う
助
成

や
拡
充
し
た
助
成

を
行
っ
て
い
る

が
、
県
内
の
12
市

は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
１
級

の
み
の
適
用
と
し
て
い
る
。
単

に
財
政
負
担
等
が
厳
し
い
と
い

う
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。
家
族

会
や
本
人
の
大
変
な
状
況
を
考

え
、
身
体
障
が
い
者
や
知
的
障

が
い
者
の
方
々
と
同
様
に
、
精

神
障
が
い
者
の
方
に
対
し
て
も
、

２
級
あ
る
い
は
３
級
ま
で
医
療

補
助
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答�

（
市
長
）　

県
が
事
前
に
示
し
た

事
業
費
の
試
算
に
よ
る
と
、
本

市
に
お
い
て
２
級
保
持
者
も

対
象
と
し
た
場
合
、
さ
ら
に

２
２
０
人
に
対
し
、
年
間
２
、

０
５
５
万
４
千
円
を
要
す
る
と

さ
れ
る
。
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

問

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 44 号
桜井市消防団員等公務災害補
償条例の一部改正について

法改正に伴う法の引用条項の改正
可　決

（賛成全員）

議案第 45 号
公の施設の指定管理者の指定
について

桜井西・東・北ふれあいセンター・分館
指定期間：平成 27 年 4 月 1 日から
　　　　　平成 30 年 3 月 31 日まで

可　決
（賛成全員）

発議案第９号
警察・検察の取調べの全過程
の可視化を求める意見書の提
出について

提出先　衆議院議長　　参議院議長
　　　　内閣総理大臣　法務大臣　

可　決
（賛成全員）

発議案第 10 号
「女性が輝く社会」の実現に関
する意見書の提出について

提出先　衆議院議長　　参議院議長
　　　　内閣総理大臣　女性活躍担当大臣
　　　　財務大臣　　　厚生労働大臣
　　　　経済産業大臣　国土交通大臣
　　　　文部科学大臣　総務大臣

可　決
（賛成全員）

同　第４号
固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めるこ
とについて

大字巻野内　堀井　利明　氏
同　意

（賛成全員）

諮　第２号
人権擁護委員候補者の推薦に
ついて

朝倉台東　足立　美津子　氏
大字大福　南部　八千代　氏

承　認
（賛成全員）

　

公
明
党
代
表
質
問

　
　
　
　

万
波　

迪
義�

議
員

市
政
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い

（
代
表
質
問
・
一
般
質
問
）

１級のみとなった経緯の質問や助成拡充の
要望も出された議会報告会のようす
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査
や
精
神
障
が
い
者
の
方
々
の

生
活
実
態
や
思
い
も
直
接
聞

き
、
自
分
自
身
の
信
念
に
「
陽

だ
ま
り
政
策
」
を
大
事
に
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
こ
と

か
ら
、財
源
は
何
と
か
努
力
し
、

解
決
で
き
る
と
も
考
え
る
。
た

だ
、
他
の
障
が
い
者
等
級
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
場
合
、
精
査
が

必
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
１

級
か
ら
で
は
あ
る
が
、
県
内
の

ト
ッ
プ
を
切
り
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
実
施
す
る
も
の
と
し

た
。

地
方
創
生
に
基
づ
く
纒
向
遺
跡
と

相
撲
発
祥
の
整
備
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て

　

国
は
、
地
方
の
人
口
減
少

問
題
を
主
要
課
題
に
位
置
づ

け
、
地
方
創
生
を
打
ち
出
し

た
。
11
月
に
成
立
し
た
創
生
法

で
は
、
地
方
が
成
長
す
る
活
力

を
取
り
戻
し
、
魅
力
あ
る
地
方

の
創
生
を
目
的
と
し
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
と

２
０
２
０
年
ま
で

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
を

努
力
義
務
と
し
て

い
る
が
、
本
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

ま
た
、
纒
向
遺
跡

や
相
撲
発
祥
の
地

の
整
備
な
ら
び
に

纒
向
地
域
の
活
性

化
を
盛
り
込
む
考

え
は
あ
る
か
。
県

と
締
結
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
に
、
纒
向
遺
跡
周
辺

整
備
は
入
っ
て
い
な
い
と
聞
く

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
考
え
か
。

答�

（
市
長
）　

地
方
創
生
の
考
え
方

は
、
自
主
的
、
主
体
的
に
夢
を

持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
む
地

域
を
応
援
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
将
来
都
市
像
を
観

光
・
産
業
創
造
都
市
と
す
る
第

５
次
総
合
計
画
に
定
め
た
方
針

と
の
整
合
性
を
図
る
上
で
も
、

纒
向
遺
跡
や
相
撲
発
祥
の
地
な

ど
の
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
の

活
用
を
盛
り
込
み
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

今
回
の
連
携
協
定
締
結
以
外
の

地
区
に
つ
い
て
も
、
今
後
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
県
と

協
議
し
、
追
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
11
月
に
発
足

し
た
県
主
導
の
山
の
辺
の
道
連

絡
協
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
案
内
板
の
整
備
を
始
め
、

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
等
の

連
携
を
図
る
考
え
で
あ
り
、
第

１
回
の
協
議
に
は
、
纒
向
遺
跡

や
相
撲
発
祥
の
地
へ
の
ル
ー
ト

も
枝
線
と
し
て
加
え
る
よ
う
強

く
要
望
し
た
い
。

組
織
の
活
性
化
と
人
事
評
価
制
度

に
つ
い
て

　

同
じ
部
署
に
長
年
在
籍
す
る

こ
と
は
、
専
門
性
や
仕
事
内
容

に
精
通
で
き
る
利
点
が
あ
る
反

面
、
マ
ン
ネ
リ
化
や
ア
イ
デ
ィ

ア
の
枯
渇
等
、
組
織
の
活
性
化

に
は
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
。

ま
た
、職
員
育
成
の
観
点
か
ら
、

主
幹
級
以
上
の
管
理
職
に
行
っ

て
い
る
人
事
評
価
を
係
長
以
下

の
職
員
に
つ
い
て
も
、
来
年
４

月
か
ら
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

人
事
異
動
は
組
織
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
が
、
特
定
の
分
野

に
関
す
る
深
い
知
識
や
専
門
性

の
高
い
業
務
を
行
う
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
養
成
も
必
要
と
考
え

る
。
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
人
事

異
動
に
加
え
、
職
員
の
能
力
向

上
や
意
識
改
革
を
図
り
、
組
織

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
全

職
員
へ
の
人
事
評
価
制
度
の
導

入
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
法
律
に
沿
っ
た
形
で
進
め
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
大
綱
及
び
行
財
政
改

革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
行
管

理
に
つ
い
て

　

今
回
の
行
財
政
改
革
の
大
き

な
目
的
は
、
第
５
次
総
合
計
画

の
実
現
と
先
送
り
さ
れ
て
き
た

課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、「
財

政
健
全
化
優
先
」
か
ら
「
政
策

実
現
」
の
た
め
の
行
財
政
改
革

へ
の
転
換
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
あ
わ
せ
て
５
年
間
の
行
財

政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も

策
定
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に

お
い
て
、
既
に
「
実
施
」
と
示

さ
れ
た
項
目
の
取
り
組
み
状
況

は
ど
う
か
。
今
回
の
行
財
政
改

革
は
、
年
度
別
計
画
の
着
実
な

実
施
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、進
行
管
理
等
は
万
全
か
。

平
成
27
年
度
以
降
に
、
県
の
総

合
庁
舎
や
土
木
事
務
所
を
市
の

施
設
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
な
ど
、
大
き
な
事
業
を
進
め

問

問

問

　

一
般
質
問

　
　
　
　

阪
口　

�

豊�

議
員

　

一
般
質
問

　
　
　
　

土
家　

靖
起�

議
員

相撲神社近くの纒向遺跡を一望できる
ビューポイント（大和さくらい 100 選）
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る
考
え
だ
が
、
市
民
に
大
き
な

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　
「
今
回
の
行
財
政
改

革
の
成
否
は
着
実
な
実
施
と
進

行
管
理
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

同
じ
思
い
で
あ
り
、
節
目
ご
と

に
報
告
を
受
け
、指
示
を
出
し
、

進
め
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
予

算
の
中
で
、「
限
ら
れ
た
資
源

を
活
用
し
、
政
策
実
現
に
向
か

う
こ
と
」
が
自
身
に
与
え
ら
れ

た
責
務
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か

り
と
行
い
、
全
体
的
な
赤
字
に

な
ら
な
い
よ
う
一
つ
一
つ
着
実

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

つ
い
て
の
保
護
者
へ
の
説
明
お
よ

び
実
施
体
制
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
か
ら
、
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
で
あ
る

が
、
保
護
者
に
と
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
制
度
と
何
が
変
わ
る
の

か
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
。

保
護
者
が
混
乱
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
事
前
の
説
明
が
必

要
で
あ
り
、
制
度
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
児
童
福
祉
課
の

専
門
職
を
含
む
、
人
員
配
置
な

ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
子
ど
も

子
育
て
会
議
の
審
議
内
容
は
ど

う
か
。

答�

（
市
長
）　

新
制
度
に
つ
い
て

は
、
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
新
年
度
の

保
育
所
入
所
に
際
し
、「
入
所

の
し
お
り
」
を
作

成
・
提
示
し
、
新

制
度
下
で
の
仕
組

み
や
利
用
手
続
き

等
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
っ
て
き

た
。
継
続
入
所
申

請
の
際
や
保
護
者

会
等
に
お
い
て

も
、
丁
寧
な
説
明

を
行
っ
て
い
き
た

い
。
実
施
体
制
に

つ
い
て
は
、現
在
、

市
民
に
分
か
り
や

す
い
組
織
で
臨
め

る
よ
う
、
主
に
福

祉
部
局
と
教
育
委

員
会
事
務
局
で
連
携
を
図
り
、

進
め
て
い
る
。

答�

（
福
祉
保
健
部
長
）　

子
ど
も
子

育
て
会
議
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
５
年
間
を
１
期
と
し
た
支

援
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。
こ

れ
ま
で
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
状
況
、
人
口
推
計
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
調
査
結
果
を
精
査

し
、
今
後
の
教
育
、
保
育
施
設

の
提
供
の
あ
り
方
や
延
長
保
育

事
業
等
と
い
っ
た
子
育
て
支
援

の
実
現
に
向
け
た
方
策
な
ど
も

検
討
し
て
お
り
、
事
業
計
画
が

ま
と
ま
り
次
第
、
示
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
及
び
担
い
手
不
足
に
よ

り
、農
作
物
が
作
付
け
さ
れ
ず
、

今
後
数
年
、
耕
作
す
る
意
思
の

な
い
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
耕
作

放
棄
地
は
病
害
虫
の
温
床
と
な

り
、
近
隣
の
農
作

物
へ
被
害
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、

ゴ
ミ
の
無
断
投
棄

や
火
災
発
生
の
原

因
と
な
る
場
合
も

あ
り
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
や
地

域
全
体
の
活
力
に

悪
影
響
を
与
え
る

と
考
え
る
。
今
こ

そ
、
行
政
と
民
間

が
一
体
で
、
里
山

の
資
本
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
を

行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

答�

（
市
長
）　

本
市
の
耕
作
放
棄

地
は
、
２
０
０
５
年
度
に
は

２
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た

が
、
２
０
１
０
年
に
は
２
６
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
年
々
増

加
し
て
い
る
。対
策
と
し
て
は
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
山
の
辺
の

道
農
地
景
観
向
上
活
動
と
し
て

穴
師
・
三
輪
地
区
で
は
、
ソ
バ

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
収
穫
体
験

を
実
施
し
、
地
域
の
活
動
グ

ル
ー
プ
と
土
地
所
有
者
に
引
き

継
い
で
い
る
。
耕
作
放
棄
地
は

里
山
資
本
の
弊
害
で
あ
り
、
本

市
の
歴
史
的
景
観
が
損
な
わ
れ

ぬ
よ
う
、
対
策
を
講
じ
た
い
。

環
境
教
育
を
進
め
る
教
育
委
員

問

問
　

一
般
質
問

　
　
　
　

東　

�

俊
克�

議
員

山の辺の道農地景観向上活動のようす

保育所入所の説明のようす
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問

問

問

会
、
さ
ら
に
は
地
域
や
活
動
団

体
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、

市
民
協
働
課
と
も
連
携
を
図

り
、地
域
及
び
行
政
が
連
携
し
、

地
域
の
情
報
発
信
や
観
光
の
促

進
等
へ
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の
活

性
化
に
努
め
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

総
務
省
の
調
査
に
よ
る

と
全
国
の
空
き
家
は
、
平

成
25
年
10
月
時
点
で

８
１
９
万
６
、４
０
０
戸
に
な

り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
占
め
る

空
き
家
率
は
13
・
５
％
で
、
7.5

軒
の
う
ち
１
軒
が
空
き
家
で
あ

る
。
空
き
家
は
、
不
審
火
の
発

生
原
や
犯
罪
の
温
床
と
な
り
得

る
ば
か
り
か
、
景
観
面
で
も
悪

影
響
を
与
え
、
災
害
時
に
は
放

置
さ
れ
た
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る

被
害
の
増
大
や
避
難
行
動
の
遅

れ
等
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
み
、
空
き
家
が
増
え

続
け
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
対
策
条
例
等
の
制

定
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答�

（
市
長
）　

空
き
家
の
増
加
は
、

大
き
な
社
会
問
題
と
受
け
止
め

て
い
る
。
本
市
に
は
平
成
20
年

に
３
、２
２
０
戸
あ
り
、
空
き

家
率
は
12
・
９
％
で
、
現
在
も

増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
想
定
す

る
。
こ
れ
ま
で
情
報
収
集
と
と

も
に
関
係
部
署
に
よ
る
連
絡
調

整
を
図
り
、
廃
屋
対
策
、
空
き

店
舗
の
活
用
、
住
宅
促
進
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
対
応
し

て
き
た
が
、
今
後
は
、
具
体
的

な
課
題
の
検
証
作
業
を
加
速
さ

せ
、
現
在
進
め
て
い
る
各
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
体
制
を
整
え
、
対
策
を

進
め
た
い
。
空
き
家
対
策
条
例

は
、
市
と
し
て
も
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
か
ら
、
制
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
契
約
と
は
、
国
や
地
方
自

治
体
が
公
共
事
業
等
を
民
間
企

業
な
ど
に
委
託
す
る
際
に
結
ぶ

契
約
を
指
す
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
を
背
景
に
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

面
か
ら
、
委
託
料
や
入
札
価
格

が
大
幅
に
低
下

す
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
結
果
、

低
価
格
契
約
に

よ
る
利
益
減
少

か
ら
、
賃
金
な
ど

の
労
働
条
件
の

悪
化
や
人
員
の

削
減
、
正
規
雇
用

か
ら
非
正
規
雇

用
へ
の
転
換
等
、

委
託
や
入
札
企

業
で
働
く
労
働

者
に
し
わ
寄
せ

が
起
こ
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
改

善
す
る
た
め
、
平
成
21
年
９
月

に
千
葉
県
野
田
市
で
公
契
約
条

例
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
全
国

で
制
定
の
動
き
が
広
が
り
、
奈

良
県
で
は
平
成
27
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
本

市
の
公
契
約
の
現
状
と
公
契
約

条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答�

（
市
長
）　

現
在
、本
市
に
お
け

る
工
事
の
請
負
契
約
等
に
お
い

て
、
特
に
受
注
業
者
が
雇
用
す

る
従
業
員
の
賃
金
等
労
働
条
件

に
関
す
る
条
項
は
設
け
て
い
な

い
が
、
予
定
価
格
の
積
算
に
お

い
て
は
最
低
賃
金
額
以
上
の
労

務
単
価
を
設
定
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
、
労
働
者
の
適
切
な
賃

金
水
準
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
公
契
約
条
例
の
適
正
な
労

働
条
件
を
確
保
す
る
と
い
う
理

念
に
は
賛
同
す
る
が
、
本
市
に

お
け
る
中
小
零
細
事
業
者
が
多

い
状
況
下
で
の
課
題
や
現
在
の

市
の
組
織
体
制
や
職
員
数
で
は

公
契
約
条
例
制
定
後
の
責
務
を

果
た
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
。

市
営
墓
地
公
園
の
建
設
に
つ
い
て

　

市
民
の
方
々
か
ら
、
安
価
で

利
用
で
き
る
市
営
墓
地
を
希
望

す
る
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
墓

地
は
、
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が

増
え
る
と
も
考
え
ら
れ
、
定
住

し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
た
め

に
も
、
宗
教
不
問
の
市
営
墓
地

公
園
を
新
た
に
設
置
し
て
は
ど

う
か
。
欧
米
で
は
、
今
ま
で
の

墓
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、
木

や
花
に
彩
ら
れ
た
樹
林
墓
地
を

都
市
公
園
的
な
と
こ
ろ
に
つ
く

る
傾
向
に
あ
る
。
第
５
次
総
合

計
画
に
、
墓
地
に
つ
い
て
の
記

述
は
な
い
が
、
将
来
に
向
け
、

市
民
に
と
っ
て
よ
り
住
み
良
い

ま
ち
と
な
る
よ
う
考
え
て
ほ
し

い
。

答�

（
市
長
）　

今
後
ま
す
ま
す
進
展

す
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
意
識

の
変
化
か
ら
、
祭
祀
の
あ
り
方

も
多
様
化
し
て
い
る
。
墓
地
に

つ
い
て
の
考
え
方
も
変
化
し
て

い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
市
営
墓

地
公
園
の
意
義
は
理
解
す
る

が
、
民
間
に
お
い
て
墓
地
の
整

備
が
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

中
、
今
後
、
需
要
や
市
民
ニ
ー

ズ
等
を
検
討
し
、
調
査
を
進
め

た
い
。
ま
た
墓
地
に
対
す
る
市

民
の
問
い
合
わ
せ
に
も
、
し
っ

か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

答�

（
都
市
建
設
部
長
）　

完
成
に

至
っ
て
い
な
い
公
園
が
３
ヶ
所

あ
り
、
次
の
企
画
と
し
て
墓
地

を
含
め
た
都
市
公
園
は
、
都
市

計
画
上
、
非
常
に
困
難
と
考
え

る
。

　

一
般
質
問

　
　
　
　

岡
田�　

光
司�

議
員

12 月に行われた県の公契約条例説明会の資料
（県ホームページより）
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介
護
予
防
に
つ
い
て

① 

こ
れ
ま
で
の
桜
井
市
の
介
護
予

防
の
取
組
と
そ
の
効
果
に
つ
い

て
　

長
寿
で
あ
る
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

と
と
も
に
日
常
的
な
介
護
を
必

要
と
せ
ず
、
健
康
に
過
ご
す
期

間
、
す
な
わ
ち
「
健
康
寿
命
」

を
伸
ば
す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
化
社
会
に
と
っ
て
は
重

要
と
考
え
る
。
４
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（「
以
下
、
４
包

括
」）
で
実
施
し
て
い
る
介
護

予
防
教
室
の
現
状
な
ど
、
本
市

に
お
け
る
介
護
予
防
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

４
包
括
で
実
施
す
る

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
等
の
健
康
教

室
や
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

教
室
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口

腔
教
室
な
ど
の
介
護
予
防
教
室

の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
20
人

か
ら
40
人
で
あ
る
。
今
年
度
は

前
年
度
の
教
室
修
了
生
を
対
象

に
、
４
包
括
合
同
で
「
こ
ろ
ば

ん
塾
」
を
開
催
し
、
約
70
人
が

参
加
さ
れ
た
。
現
在
、
医
療
・

福
祉
の
懇
話
会
等
に
お
い
て

も
、
４
包
括
の
事
業
に
統
一
感

を
出
す
よ
う
意
見
が
あ
り
、
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
指
導
す
る
の
も
行
政
の
役

割
と
考
え
て
い
る
。

答�

（
福
祉
保
健
部
長
）　

介
護
予
防

教
室
は
、
※
介
護
認
定
率
の
抑

制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、分
析
は
で
き
て
い
な
い
。

②�

今
後
の
介
護
予
防
の
考
え
に
つ

い
て

　

視
察
を
行
っ
た
愛
知
県
東
海

市
に
あ
る
星
城
大
学
の
竹
田
教

授
に
よ
る
と
「
認

知
症
予
防
や
介

護
予
防
に
は
、
外

出
し
て
気
分
転

換
を
図
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
」

と
の
こ
と
で
あ

り
、
武
豊
町
に
お

い
て
住
民
参
加

社
会
活
動
の
場

と
し
て
サ
ロ
ン

を
開
催
し
、
大
き

な
効
果
（
別
表

１
）
を
出
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
「
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
が
、
そ
れ
に

近
い
と
考
え
る
が
効
果
は
ど
れ

程
か
。
本
市
は
、
様
々
な
面
で

学
と
連
携
し
、
成
果
を
得
て
は

い
る
が
、
今
後
は
福
祉
に
お
い

て
も
学
と
連
携
を
図
り
、
デ
ー

タ
の
分
析
や
効
果
の
検
証
を
行

う
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
と

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

答�

（
市
長
）　

デ
ー
タ
を
初
め
て
聞

い
た
が
、
活
発
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
地
域
の
介
護
認
定
率
が

低
い
（
別
表
２
）
と
は
っ
き
り

出
て
お
り
、
医
療
費
や
介
護
費

の
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
改

め
て
認
識
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の

努
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

全
地
域
に
広
が
る
よ
う
何
か
考

え
て
い
き
た
い
。
今
日
の
議
論

を
経
て
、
福
祉
に
関
し
て
も
、

学
と
の
連
携
は
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
感
じ
る
こ
と
か
ら
、
進

め
て
い
き
た
い
。

答�

（
福
祉
保
健
部
長
）　

現
在
、市

内
で
40
余
り
の
地
区
が
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
に
取
り
組
み
、
特

に
活
発
に
活
動
い
た
だ
い
て
い

る
朝
倉
台
地
区
と
芝
地
区
で

は
、
介
護
認
定
率
に
も
効
果
が

表
れ
て
い
る
（
別
表
２
）。
効

果
額
と
し
た
場
合
、
一
人
に
対

し
、
平
成
26
年
度
の
見
込
み
で

約
１
９
０
万
円
と
考
え
る
（
別

表
３
効
果
額
）。

桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ご
み
焼

却
施
設
の
集
じ
ん
灰
に
よ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
濃
度
基
準
超
過
に
つ
い

て　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
判

定
基
準
超
過
の
原
因
究
明
や

今
後
の
対
策
を
検
証
す
る
た

め
、
立
ち
上
げ
た
第
三
者
検
証

委
員
会
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で

お
り
、
情
報
公
開
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
ま
た
８
月
18
日

か
ら
搬
入
停
止
と
な
り
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
保
管
さ
れ
て

い
る
処
理
灰
は
、
現
在
ど
の
よ

う
に
処
理
し
て
お
り
、
再
搬
入

の
目
途
は
立
っ
た
の
か
。
本
市

と
ほ
ぼ
同
じ
日
立
の
流
動
式
ガ

ス
化
溶
融
方
式
の
上
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
を
除
去
す
る
加
熱
脱
塩

素
化
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
か

ら
、
愛
知
県
豊
田
市
に
あ
る
渡

刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
て
き
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る

問

問

問
　

一
般
質
問

　
　
　
　

工
藤�　

将
之�

議
員

　

一
般
質
問

　
　
　
　

吉
田　

忠
雄�

議
員

　　　　�調査年度 ※介護認定率
桜井市　　�　（H26 年度調べ） 18.3%
桜井市　　�　（H23 年度調べ） 17.6%
愛知県武豊町（H23 年度調べ） 11.9%

ふれあい
サロン（抜粋）

年間
回数

延べ
参加者数

※介護
認定率

朝倉台地区 51 回 1,055 人 13%
芝地区 45 回 421 人 15%

桜井市平均（18.3%）－朝倉台・芝地区平均（14%）＝約 4%
26年度 1人 1年間の費用負担見込み額＝ 189万 8,252 円
26年度要介護1～ 5の認定者数＝1,940人の 4%＝約 80人
約 190 万円× 80人＝ 1 億 5,200 万円

別
表
1

別
表
2

別表 3：効果額

※�介護認定率：65 歳以上の要支援１から要介護５まで
の認定者数÷区域内に住所を有する 65 歳以上の人数

傍聴してみませんか？
　市議会の本会議は公開され
ていて、傍聴することができ
ます。
　手続きは、本会議当日、受
付で住所・氏名等を記入して
から議場にお入り下さい。
※�詳しくは議会事務局
（ 42‐ 9111 内線 441）まで。
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溶
融
ス
ラ
グ
を
市
発
注
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
土
木
資
材
と
し
て
有
効
利

用
し
、
平
成
22
年
度
以
降
、
埋

立
処
分
を
し
て
い
な
い
と
説
明

を
受
け
た
。
本
市
と
し
て
も
循

環
型
社
会
基
盤
施
設
と
し
て
、

そ
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答�

（
市
長
）　

第
三
者
検
証
委
員
会

は
、
第
１
回
を
10
月
９
日
に
実

施
し
、
現
在
は
第
３
回
ま
で
検

証
を
進
め
て
い
る
。
第
４
回
で

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を

さ
ら
に
低
い
レ
ベ
ル
で
管
理
す

る
追
加
的
な
安
全
対
策
を
含
め

検
討
す
る
予
定
で
あ
り
、
市
民

に
は
４
回
目
を
開
催
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
た
い
。
処

理
灰
は
、
順
次
適
正
に
処
分
で

き
る
業
者
で
処
理
を
し
て
い

る
。
溶
融
ス
ラ
グ
に
つ
い
て

は
、
有
効
利
用
の
道
を
探
る
べ

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の

安
全
性
を
確
認
し
、
最
終
処
分

場
に
仮
置
き
し
て
お
り
、
有
効

利
用
先
が
見
つ
か
れ
ば
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
に
適
合
さ
せ
て
利
用
し

た
い
。

ヤ
マ
ト
ー
桜
井
店
跡
地
に
つ
い
て

　

地
主
で
あ
る
亀
山
製
絲
と
パ

チ
ン
コ
店
を
経
営
す
る
事
業
者

と
の
間
で
、
出
店
の
協
議
お
よ

び
契
約
が
行
わ
れ
た
と
い
う
話

を
聞
く
が
、
地
域
住
民
は
、
現

在
も
衣
食
住
に
関
連
し
た
商

業
施
設
の
誘
致
を

強
く
望
ま
れ
て
い

る
。
７
月
初
旬
に

囲
い
が
取
り
除
か

れ
た
後
、
放
置
さ

れ
た
状
態
で
あ
る

中
、
様
々
な
憶
測

だ
け
が
広
ま
っ
て

い
る
が
、
市
は
情

報
を
ど
こ
ま
で
掌

握
し
て
い
る
の
か
。

ヤ
マ
ト
ー
桜
井
店

跡
地
周
辺
は
、
県

と
市
町
村
と
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す

る
連
携
協
定
の
範

囲
内
で
も
あ
り
、
将
来
的
に
見

て
も
大
変
重
要
な
地
域
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

こ
れ
ま
で
９
月
、11

月
、
12
月
と
亀
山
製
絲
に
、
出

店
の
業
種
や
時
期
等
の
情
報
収

集
を
行
っ
た
が
、「
契
約
は
整
っ

た
が
、
時
期
等
に
つ
い
て
は
わ

か
ら
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
地
域
住
民
の
関
心
が
高
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
民

間
の
商
業
活
動
と
な
り
、
用
途

制
限
に
接
触
し
な
い
限
り
、
開

発
に
制
限
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
考
え
る
。

問

市議会では市民のみなさんの要請があれば、各委
員会が出向き、説明をさせていただきます。詳し
くは、議会事務局（ 42-9111 内線 441）まで。

委員会では所管事項に対する課題について、先進自治体の取組
み等を調査・研究する行政視察を行っています。日程・視察地・
視察項目は次のとおりです。詳細については議会ホームページ
に掲載していますので、ぜひご覧ください。（http://www.city.
sakurai.lg.jp/）

委員会名 日程 視察地 視察項目

産業建設委員会
平成 26 年 10 月
8 日～ 10 日

岡山県玉野市 中心市街地活性化基本計画について

岡山県高梁市 観光戦略アクションプランについて

岡山県新見市 空き家情報バンクについて

兵庫県小野市 空き家等の適正管理に関する条例について

文教厚生委員会
平成 26 年 11 月
20 日～ 21 日

愛知県豊田市
渡刈クリーンセンター

排ガス（ダイオキシン等）対策に関する取り
組みについて

愛知県東海市
星城大学

武豊町における介護予防の取り組みについて

※�文教厚生委員会の視察は当初、10 月 15 日～ 17 日に行う予定でしたが、台風 19 号の影響等を考慮し、急
きょ上記日程に変更しました。

平成 26 年度�行政視察

ダイオキシン除去装置などの施設を見学する前に
研修室にて、しくみ等の説明を受けるようす
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　精神障がい者の福祉医療費助成問題については、親の高齢化が進む中、子どもの将来を考えると、
不安である。ぜひ２級まで広げてほしい。
�　９月定例議会では、「本市だけでも、県の方針通り２級まで広げるべき」と要望したが、　「12 市の
取り決めを守り、１級まで」とのことであった。議会には、２級まで広げるという権限は持ち得てい
ないが、申入れ等の検討を重ねたい。現時点では、本市の会議で議題にも上がり、12市の担当部局では、
検討されている。

�　学校給食センターが民営化されても、現在のアレルギー対応を継承し、地産地消で安全安心な給食
を守ってほしい。
�　本市のアレルギー対応は、他市に誇れるものであり、方向性が変わることがあれば、委員会として
取り組む。

　グリーンパークで発生したダイオキシン問題は、現時点でどこまで原因究明できており、見通しは
どうか。
�　現状は、５名の有識者で検討が進められており、12 月末頃には何らかの動きがあるのではないか。
近いうちにダイオキシン濃度の再検査が行われ、数値が下がっていることを期待する。今は、この問
題の終息日を答えられないのが残念である。（※平成 26 年 12 月 22 日をもって大阪湾広域臨海環境
整備センターへの一般廃棄物の搬入停止が解除されました。）

会
場
で
配
布
し
、
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
で
す
。

参
加
者
70
名
の
う
ち
51
名
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
収
率
72
％
）

市
議
会
お
よ
び
議
会
報
告
会

に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望
（
主

な
も
の
）

　

議
会
が
「
身
近
に
感
じ
ら
れ
良

か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
反
面
、「
前
向
き
に
考
え
て
い
る

の
か
伝
わ
ら
な
い
。
今
後
に
期
待

す
る
」「
意
見
交
換
会
の
時
間
が

少
な
い
。」「
マ
イ
ク
の
せ
い
か
、

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
。」
と
、
厳
し
い
ご
意
見
も
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
報
告
会

に
生
か
せ
る
よ
う
、
改
善
し
て
い

き
ま
す
。

※�

詳
し
い
「
報
告
書
」
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

良くなかった

良かった

ＯＫ！

７
割
超
の
参
加
者
が
報
告
会
を
評
価

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
、「
良
か
っ
た
」
25
％
、「
ま
ぁ
ま
ぁ

良
か
っ
た
」
49
％
と
、
７
割
を
超
え
る
皆
さ

ん
に
プ
ラ
ス
評
価
を
い
た
だ
く
一
方
、「
あ

ま
り
良
く
な
か
っ
た
」
18
％
、「
良
く
な
か
っ

た
」
２
％
と
、
２
割
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

継
続
を
求
め
る
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
た

こ
と
も
踏
ま
え
、
よ
り
市
民
に
信
頼
さ
れ
、

身
近
な
市
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
報
告
会

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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投
票
で
き
る
人

次
の
①
～
③
の
要
件
を
満
た
す
人

① 

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民

② 

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
桜
井
市
に
住

民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
る

③ 

投
票
す
る
日
に
、
引
き
続
き
桜
井
市
に
住

民
登
録
が
あ
る

※ 

な
お
、
①
②
の
要
件
を
満
た
し
、
平
成
27

年
１
月
３
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
に
住

所
を
異
動
（
１
回
に
限
ら
れ
ま
す
）
し
た

人
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
の
市
民
（
住
民
）

課
が
交
付
す
る
「
居
住
証
明
書
」
を
投
票

所
で
提
示
す
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
場
所

　

３
月
30
日
以
降
に
郵
送
さ
れ
る
入
場
整
理

券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。市
内
で
転
居
し

た
人
は
、平
成
27
年
３
月
13
日
以
前
に
転
居

届
を
出
し
た
と
き
は
新
し
い
住
所
地
の
投
票

所
で
、平
成
27
年
３
月
14
日
以
降
に
転
居
届

を
出
し
た
と
き
は
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

公
職
選
挙
法
第
22
条
第
２
項
の
規
定
に
基

づ
き
作
成
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
日

に
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
日　

　

知
事
選
挙　

３
月
26
日
（
木
）

　

県
議
会
選
挙　

４
月
３
日
（
金
）

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
市
役
所
３
階
）

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
指
定
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
の
管
理
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
張
な
ど
で
市
外

に
滞
在
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
滞
在
地

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
場
所
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
、
桜
井
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
な
ど
の
一

定
の
要
件
を
満
た
し
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
認
め
ら
れ
た
人
（
あ
ら
か
じ
め
郵

便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
）
が

投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る
場
合
は
、
投
票

日
の
４
日
前
（
４
月
８
日
（
水
）
午
後
５
時
）

ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

奈良県知事選挙・奈良県議会議員選挙　

投票日　4月 12日（日）

一票が　つくる未来　明るい奈良を

「奈良県議会議員選挙」の
期日前投票期間（４/４（土）～）

3/27金 4/4 土 4/11土 4/12 日

「奈良県知事選挙」の期日前投票期間（３/27（金）～） 投
票
日

奈良県知事・奈良県議会議員選挙の期日前投票期間

▽場所　市役所２階大会議室

▽時間　午前８時 30 分～午後８時

▽  持ち物　投票所入場券
　　　　　（届いていない場合は不要）

　※各選挙で期日前投票の開始日が異なりますので注意してください。

12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
続
き
、
４
月
12
日
執
行
の
知
事
選
挙
・

県
議
会
議
員
選
挙
、
お
よ
び
４
月
26

日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

所
の
場
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
《
第
２
投
票
区
》

　
　

大
和
信
用
金
庫
別
館

　
　
　
　

↓

　
　

エ
ル
ト
桜
井
１
階
西
側
玄
関

※ 

11
月
執
行
予
定
の
市
長
選
挙
は
、
従

来
の
大
和
信
用
金
庫
別
館
と
な
る
予

定
で
す
。
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健康だより

18

番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。

４
乳幼児対象事業（妊婦・乳幼児と保護者対象）

乳幼児健康診査（対象者には個人通知します）
事業名 対象者 日時（受付時間）場所 内容 持ち物

４か月児
健康診査

平成 26 年 12 月１日～
12 月 15 日生まれ

４月 17 日（金）
13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

身体計測・問診・診察（内
科）・離乳食の話・育児
相談

母子健康手帳・乳幼
児健康管理票・問診
票・バスタオル平 成 26 年 12 月 16 日

～ 12 月 31 日生まれ
４月 30 日（木）
13：00 ～ 14：00

10 か月児
健康診査

平成 26 年 6 月１日～
6 月 15 日生まれ

４月 16 日（木）
13：00 ～ 14：00 身体計測・問診・診察（内

科）・育児相談・歯科相談・
栄養相談

母子健康手帳・問診
票・バスタオル平成 26 年 6 月 16 日

～ 6 月 30 日生まれ
４月 27 日（月）
13：00 ～ 14：00

１歳６か月児
健康診査

平成 25 年 9 月１日～
9 月 15 日生まれ

４月２日（木）
13：00 ～ 14：00

身体計測・問診・診察（内
科・ 歯 科 ）・ 育 児 相 談・
歯科相談・栄養相談・発
達相談

母子健康手帳・健康
診査票・歯科診査票平成 25 年 9 月 16 日～

9 月 30 日生まれ
４月３日（金）
13：00 ～ 14：00

２歳６か月児
歯科健康診査

平成24 年9 月生まれ ４月２日（木）
  9：00 ～ 10：00

問 診・ 診 察（ 歯 科 ）・ 歯
科相談・育児相談
※ 保護者の歯科健診も実

施しています。

母子健康手帳・歯科
診 査 票（ 子 ど も 用・
保護者用）・質問票・
ハブラシ・タオル

３歳６か月児
健康診査

平成 23 年 9 月１日～
9 月 15 日生まれ

４月 23 日（木）
13：00 ～ 14：00

尿検査・身体計測・問診・
診察（内科・歯科）・育児
相談・歯科相談・栄養相
談・発達相談

母子健康手帳・健康
診査票・アンケート
票・当日朝一番の尿平成 23 年 9 月 16 日～

9 月 30 日生まれ
４月 24 日（金）
13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児

健康相談）

主 に 生 後 ９ か 月 未
満の乳児

４月 14 日（火） 
9：30 ～ 10：00 ▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主 に 生 後 ９ か 月 ～

１ 歳 ７ か 月 未 満 の
乳幼児

４月 28 日（火）  
9：30 ～ 10：00 ▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

◆

生 後 ５ か 月 ～ ８ か
月 未 満 の 乳 児 の 保
護者

４月９日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

パパママ教室
◆

第１子目の妊娠６
か月～９か月未満
の妊婦とその家族

４月 25 日（土）
9：30 ～ 12：00 ◎

保
健
会
館

赤ちゃん人形で沐浴やオ
ムツ交換・抱っこ体験等
妊婦体験（希望者）

母子健康手帳・
筆記用具 要

（
15
組
）

▲…受付時間　◎…実施時間　◆…〈要申込〉の事業は電話で健康推進課（ 45‐ 3443）まで。
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19

平
成
26
年
度
の
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
３
月
末
で
終
了
し
ま
す

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
の
対
象
者
の
接
種

期
間
は
３
月
末
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
接
種
を
希
望
し
て
い
て
ま

だ
接
種
を
し
て
い
な
い
人
は
３

月
末
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

対
象
者　

�

平
成
26
年
度
中
に

65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
100
歳
・

101
歳
以
上
に
な
り
、
自
ら
接
種

を
希
望
す
る
人

※�

任
意
接
種
（
公
費
で
接
種
し
た

こ
と
の
あ
る
人
も
含
む
）
と
し

て
、
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

※�

対
象
の
人
に
は
平
成
26
年
９

月
末
に
市
よ
り
個
別
に
案
内

文
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽�

接
種
期
限　

�

平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で

※�

接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や

２
回
目
以
降
の
接
種
は
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
料
金　

�
２
、０
０
０
円

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

無
料
に
な
り
ま
す
。

▽�

持
参
品　

市
よ
り
送
付
し
た

案
内
文
・
接
種
料
金
・
印
か
ん

※�

案
内
文
を
紛
失
し
た
人
は
接

種
前
に
健
康
推
進
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
診
票
は
市
内
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

▽�

実
施
場
所　

市
内
の
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
（
予
約
が
必

要
で
す
）

※�

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
接
種
前
に

健
康
推
進
課
（
保
健
会
館
）
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

に
は
印
か
ん
と
接
種
料
金
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進

課
（

45
‐
３
４
４
３
）

３
歳
～
５
歳
未
満
の
水
痘
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
は
３
月
末

で
終
了
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
か
ら
水
痘
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
を
開
始
し
て

い
ま
す
が
、
経
過
措
置
の
対
象
で

あ
る
３
～
５
歳
未
満
の
接
種
期

間
が
３
月
末
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
接
種
を
希
望
し
て
い
て
ま
だ

接
種
を
し
て
い
な
い
人
は
３
月

末
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　

３
～
５
歳
未
満

※�

す
で
に
水
痘
に
か
か
っ
た
こ

と
の
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

※�

任
意
接
種
と
し
て
す
で
に
水

痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象

外
で
す
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
料
金　

無
料

※�
接
種
料
金
（
９
、３
０
０
円
）

は
市
が
負
担
し
ま
す
が
、
対
象

年
齢
、
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と

有
料
（
自
費
）
に
な
り
ま
す
。

▽�

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
・
印

か
ん

※�

予
診
票
は
市
内
の
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

▽�

実
施
場
所　

市
内
の
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
（
予
約
が
必

要
で
す
）

※�

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
接
種
前
に

健
康
推
進
課
（
保
健
会
館
）
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

に
は
母
子
健
康
手
帳
と
印
か

ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進

課
（

45
‐
３
４
４
３
）

年 齢 生 年 月 日
65 歳 昭和 24 年４月２日～昭和 25 年４月１日
70 歳 昭和 19 年４月２日～昭和 20 年４月１日
75 歳 昭和 14 年４月２日～昭和 15 年４月１日
80 歳 昭 和 ９ 年 ４ 月 ２ 日～昭和 10 年４月１日
85 歳 昭 和 ４ 年 ４ 月 ２ 日～昭 和 ５ 年 ４ 月 １ 日
90 歳 大正 13 年４月２日～大正 14 年４月１日
95 歳 大 正 ８ 年 ４ 月 ２ 日～大 正 ９ 年 ４ 月 １ 日

100 歳 大 正 ３ 年 ４ 月 ２ 日～大 正 ４ 年 ４ 月 １ 日
101 歳以上 大 正 ３ 年 ４ 月 １ 日 以 前 の 生 ま れ の 人

健
康
相
談 

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
が
、
具
体
的

に
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
」
等
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
改
善
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ

て
い
る
け
ど
実
行
が
で
き
な
い
人
に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け
て
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
必
ず
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽
場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

▽ 

内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測
定
、

身

☆

長
・
体
重
測
定
、
体

☆

脂
肪
測
定
、
尿

☆

検
査　
　

　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽ 

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査
結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か
る
も
の
で

必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金　

無
料

▽ 
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
） 要予約

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

も
ぐ
も
ぐ
教
室
で
、
お
母
さ

ん
達
が
勉
強
し
て
い
る
間
、
別

室
で
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
子
育
て
経
験

者
・
赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ
っ
た
こ

と
の
あ
る
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

託
児
は
担
当
の
保
健
師
と
一
緒

に
行
い
ま
す
。

▽ 

日
時　

４
月
９
日
（
木
）、

６
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※ 

都
合
の
良
い
日
の
み
で
も
結

構
で
す
。

▽ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
（

45
‐

３
４
４
３
）
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がん
循環器

疾患
糖尿病

栄養
食生活

身体活動
運動

飲酒 喫煙 歯の健康
こころの

健康
休養

生活習慣病の予防 生活習慣病の改善（ライフステージ別） 社会生活に必要な機能の維持・向上

と り く み の 項 目

基 本 的 な 方 向

健康さくらい 21 計画（第二次）

◇糖尿病
①はじめに 
　糖尿病は心血管疾患のリスクを高め、神経障害、網膜症、腎症、足病変といった合併症を併発する
ことによって、生活の質に多大な影響を及ぼします。糖尿病は、現在、新規透析導入の最大の原因疾
患であるとともに、心筋梗塞や脳卒中のリスクを２～３倍増加させると言われています。
　全国の糖尿病有病者数は 10 年間で約 1.3 倍に増えており、人口構成の高齢化に伴って、増加ペー
スは加速することが予想されています。
②重症化予防
　糖尿病における重症化予防のために必要なことは、健康診査によって、糖尿
病が強く疑われる人、あるいは糖尿病の可能性が否定できない人を見逃すこと
なく、早期に治療を開始することです。
　そのためには、まず健康診査の受診者を増やしていくことが非常に重要にな
ります。同時に、糖尿病の未治療や、治療を中断することが糖尿病の合併症の
増加につながることは明確に示されているため、治療を継続し、良好な血糖コ
ントロール状態を維持することが必要になります。それが、個人の生活の質や
医療経済への影響が大きい、糖尿病による合併症の発症を抑制することにつな
がります。

検（健）診をうけましょう

事 業 名 対 象 者 日時（受付時間） 場 所 内 容 料 金 申 込

胃がん・肺
がんセット
健診

35 歳以上の
市民

４月２日（木）
9：00 ～ 11：20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで
胃部のレントゲン
撮影

900 円

要
（定員
15 名）

４月３日（金）
9：00 ～ 11：20 肺がん検診：

胸部のレントゲン
撮影と痰の検査（必
要な人のみ）

無料
（ただし、痰の

検査が必要な
場合は 300 円）

４月８日（水）
9：00 ～ 11：20

※�胃がん・肺がんセット検診の申込みやお問い合わせは、電話で医療センター（ 45‐ 2505）、または健
康推進課（ 45‐ 3443）まで。（定員になり次第締切りになります）

※肺がん検診単独で検査を希望する人は、６月に行う地区巡回検診を受けてください。（事前申込み不要）
※�妊娠中または妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患の治療中の
人はかかりつけの医療機関で受診してください。

今回は
糖尿病について
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おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ

未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 対 象 時 間 内 容 場 所

３

７日（土） こども（小学生から）
午後 3 時～ 3 時 30 分 おはなしや絵本の読み

聞かせなど おはなしのへや
14 日（土） こども（３歳～６歳）
21 日（土）は休館のため、おはなし会はありません。
28 日（土） こども（２歳まで） 午後 3 時～ 3 時 20 分 絵本の読み聞かせなど おはなしのへや

※大人も入場できます

◎今月の休館日は、毎週火曜日と 13 日（金）～ 21 日（土） です。
【図書館 44 ‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●臨時休館のお知らせ
　本の点検や整理などのため、次の日程で図書館は臨時
休館します。利用者のみなさんにはご迷惑をおかけしま
すが、よりよいサービス実施のためご協力お願いします。

▽休館期間　３月 13日（金）～ 21日（土）
　なお、臨時休館に伴い、特別貸出を行っています。

▽実施期間　３月 12日（木）まで（※火曜日休館）　

▽貸出期間　４週間まで
※�詳しくは、館内の掲示を見るか、図書館（ 44‐
2600）まで問い合わせてください。

　
　新しい本の情報については、図書館内の配布資料や
ホームページでも見ることができます。
�　
 お願い    次に読みたい人が待っている場合もあります
　　　　ので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎてもご返却がない場合、貸出停止になる
ことがあります。

　みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　毎年 3月末は、企業の決算期や自動車税の賦課期日などの関係で自動車の検査・登録の各種申請が窓口に集中し、
混み合うことが予想されますので、移転登録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだけ早期に済
ませてください。手続き案内は、ヘルプデスク（ 050 ‐ 5540 ‐ 2063）で 24時間行っています。
　また、近畿運輸局ホームページ（http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/）に、各種手続き案内を掲載しています。

単車等の廃車・名義変更の届出先
車 種 手 続 場 所 持 参 す る も の （ 廃 車 の 場 合 ）

単車など
（125cc 以下）

税務課市民税係
42 ‐ 9111（内線 571)

印鑑・ナンバープレート・本人確認書類（免許証等）など
（盗難・スクラップなどでナンバープレートのない人は、窓口で

相談してください。）
二輪車

（125cc 超）
近畿運輸局奈良運輸支局

050 ‐ 5540 ‐ 2063 印鑑・ナンバープレート・自動車検査証または軽自動車届済証など

軽自動車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協会奈良事務所
050 ‐ 3816 ‐ 1845 印鑑・ナンバープレート・自動車検査証など

   忘れていませんか？  単車・軽自動車などの廃車・名義変更
　軽自動車税は、毎年 4月 1日現在の所有者に課税されます。単車や軽自動車などを譲渡・廃車した場合は、下
表の関係機関への届け出が必要です。４月１日（水）までに届け出がないと平成 27年度分の
軽自動車税が課税されますので注意してください。
※�正式な手続きをしないで譲渡等されている場合、トラブルの原因となりますので必ず登録
変更をしてください。　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　������【税務課】

‐ 早めに済ませましょう ‐ 自動車の登録申請   ～近畿運輸局奈良運輸支局～

４月１日（水）までに
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お
知
ら
せ
制
度
・
行
政
情
報
・
相
談
・
募
集
・

催
し
・
講
座
・
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

22

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
平
成
26
年
中
の
犯
罪
発
生
状
況
に
つ
い
て

～
市
内
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
平
成
25
年
に
比
べ
33
件
減
少
～

　

平
成
25
年
と
の
比
較
で
は
、
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
が
大
幅
に
減
少
、

事
業
所
等
侵
入
窃
盗
や
自
転
車
盗
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
自
動
車

盗
や
部
品
ね
ら
い
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

・�

自
宅
敷
地
内
の
車
庫
に
駐
車
す
る
時
や
短
時
間
で
も
車
を
離
れ

る
場
合
は
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

振
動
等
に
対
応
す
る「
警
報
装
置
」な
ど
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
バ
ッ

テ
リ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
側
に
人
が

入
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。　

○
平
成
26
年
中
の
交
通
事
故
情
勢

　

市
内
の
交
通
事
故
総
数
は
、
平
成
25
年
に
比
べ
て
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
昨
年
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
３
人
で
し
た
。
本

年
１
月
に
も
１
人
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
午
後
10
時
～
午
前
０
時
の
時
間
帯
に
死
亡
事
故
が
激

増
し
て
い
ま
す
。
夜
間
の
外
出
を
控
え
る
か
、
外
出
の
際
は
反
射
材

（
ピ
カ
ピ
カ
グ
ッ
ズ
）
を
着
用
す
る
な
ど
し
て
交
通
事
故
防
止
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　

　

万
が
一
事
故
や
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
１
１
０
番
ま
た
は
桜
井

警
察
署
（

46
‐
０
１
１
０
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
殊
詐
欺
の
発
生
状
況

　

平
成
26
年
中
に
お
け
る
県
内
の
状
況
は
、
67
件
発
生
（
被
害

総
額
約
４
億
７
、２
０
０
万
円
）、桜
井
市
内
で
は
、６
件
発
生
（
被

害
総
額
約
３
、５
０
０
万
円
）
で
し
た
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
よ
く
覚
え
て
い
な
い
請
求
が
あ
れ

ば
、
詐
欺
を
疑
っ
て
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】　

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
３
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　

３
月
３
日
（
火
）

～
７
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

年
齢
条
件　

平
成
７
年
３
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽�

住
所
要
件　

平
成
26
年
12
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
け
を

し
た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出

が
な
さ
れ
）
引
き
続
き
３
月
１

日
現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
る
こ
と
。

　

同
時
に
平
成
26
年
12
月
３
日

か
ら
平
成
27
年
３
月
２
日
ま
で

の
間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
掲

載
し
た
書
面
も
縦
覧
で
き
ま

す
。　
　
【
選
挙
管
理
委
員
会
】

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
ご
案
内

《
児
童
扶
養
手
当
》

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等（
通

所
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い

た
り
、
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
平
成
10
年
３
月
31
日
以
前
に

手
当
の
該
当
要
件
が
生
じ
た
人

は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
請

求
で
き
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
場
合
の
児
童
と
は
、
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
人
を
い
い
ま
す
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い

を
持
つ
児
童
を
家
庭
で
養
育
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
あ
る
い
は

父
母
に
代
わ
り
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
等
（
通
所
施
設
は
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き
、
お
よ
び
対
象

児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、支
給
で
き
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
場
合
の
児
童
と
は
20
歳
未

満
の
人
を
い
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
福
祉

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
１
）　　

�【
児
童
福
祉
課
】

２
０
１
５
年
度
人
権
カ
レ
ン

ダ
ー
配
布

　

人
権
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
人
権
を

よ
り
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て

も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
桜
井
市
と

市
人
権
教
育
研
究
会
が
協
力
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
小
・
中
学
生
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
と
願
い
の
こ
も
っ

た
２
０
１
５
年
度
版
人
権
カ
レ
ン

ダ
ー
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
希

望
す
る
人
は
、
人
権
施
策
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
施
策

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
６
１
）��������【
人
権
施
策
課
】 
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行政情報

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

拡
充
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
４
月
診
療
分
よ
り
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

全
診
療
科
の
入
院
お
よ
び
通
院
医

療
費
に
つ
い
て
の
助
成
を
開
始
し

ま
す
。（
※
所
得
制
限
あ
り
）

▽�

対
象
者　

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者
（
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
な
い
人
）

※�

順
次
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

す
。

▽�

助
成
内
容　

保
険
診
療
に
か
か

る
自
己
負
担
額
の
う
ち
、
１
医

療
機
関
に
つ
き
月
５
０
０
円

（
14
日
以
上
の
入
院
の
と
き
は
、

月
１
、０
０
０
円
）
の
一
部
負

担
金
を
差
し
引
い
た
額

▽�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
７
２
）

【
社
会
福
祉
課
】

平
成
27
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
閲
覧
、
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

▽�

日
時　

４
月
１
日
（
水
）
～
６

月
１
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
た
だ
し
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▽�

場
所　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

⑧
番
窓
口

▽�

閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
と
そ
の
同
居
の

親
族
。
ま
た
借
地
人
・
借
家
人

の
人
も
そ
の
関
係
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
賃
貸
契
約
が
確
認
で

き
る
書
類
を
持
参
さ
れ
た
場
合

に
限
り
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽�

縦
覧
で
き
る
人　

土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
は
、
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
と
そ
の
同

居
の
親
族
。
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
は
、
家
屋
に
係
る
固
定
資

産
税
の
納
税
者
と
そ
の
同
居
の

親
族
。

▽�

持
参
品　

本
人
確
認
の
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

課
税
台
帳
の
閲
覧
は
６
月
２
日

（
火
）
以
降
も
で
き
ま
す
が
、

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
税
務
課
】

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

３
月
25
日
（
水
）
～
４
月
５

日
（
日
）
の
間
、
桜
井
初
瀬
線
は

学
校
休
校
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま

す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
交
通
榛

原
営
業
所
（

０
７
４
５
‐

82
‐
２
２
０
１
）・
行
政
経
営

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
５
６
）��������【
行
政
経
営
課
】

母子家庭の母および父子家庭の

◆自立支援教育訓練給付金事業
　母子家庭の母および父子家庭の父が就職に有利な教
育訓練を受講する場合、受講者自立の促進を図るため、
その受講に要する費用の一部を給付するものです。

▽対象者　母子家庭の母および父子家庭の父

▽ �対象となる教育訓練講座　雇用保険制度による教
育訓練給付の指定教育訓練講座等

▽ �支給額　受講のために支払った費用の 20％に相当
する額（上限 10万円、下限４千円）
※申請には、事前相談が必要です。

◆高等職業訓練促進給付金事業
� �母子家庭の母および父子家庭の父が就職するのに有
利で、生活の安定に資する資格の取得を推進するた
め、当該資格に係る養成訓練の受講期間のうち、一
定期間支給することにより、生活の負担の軽減を図
り資格取得を容易にすることを目的とします。

▽ �対象者　市内在住で、２年以上のカリキュラムを
修業することを予定する母子家庭の母および父子
家庭の父（平成 25年４月１日以降入学された人か
ら対象です。）

▽ �対象資格　看護師、介護福祉士、保育士、理学療
法士、作業療法士　等（国家資格）

▽ �支給期間および支給対象修業期間　
《平成 25年４月１日以降に入学した人》
修業中の全期間（上限２年）市民税非課税世帯
100,000 円　市民税課税世帯 70,500 円
《平成 24年度に入学した人》
修業中の全期間（上限３年）市民税非課税世帯
100,000 円　市民税課税世帯 70,500 円
《平成 24年３月 31日までに入学した人》
修学中の全期間　市民税非課税世帯 141,000 円　
市民税課税世帯 70,500 円
※�受給要件等詳しくは児童福祉課こども福祉係（
42‐ 9111 内線 281）へ問い合わせてください。
※申請には、事前相談が必要です。������【児童福祉課】

～自立支援と給付～

　市民課からのお知らせ

　～ご利用ください～
証明書発行窓口を休日に開設します。
　3月末および 4月初めは、各種手続きを
行うための市民課窓口の利用が多くなりま
す。平日に来庁できない人の利用と窓口の
混雑緩和のため、住民票の写しなど、各種
証明書の発行業務に限り、下記のとおり窓
口を開設します。

▽開庁日時　３月28日（土）・４月４日（土）
　　　　　　午前 9時～午後 1時まで

▽ �取り扱い業務　住民票等や戸籍の写し・
印鑑証明書の発行
※�住所異動・戸籍異動・印鑑登録などの手
続きは、取り扱いできませんので注意し
てください。

▽ �問い合わせ先　市民課（ 42‐ 9111 内
線 535・533・532）　　　　　　【市民課】



24広報わかざくら　平成27年３月号

募集

駐
輪
駐
車
場
定
期
利
用
者
募
集

　

桜
井
駅
南
北
駐
輪
駐
車
場
（
駐

車
場
・
駐
輪
場
）
で
は
、
定
期
利

用
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
２
２
２
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

上
之
庄
分
区
園
（
貸
農
園
）

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

分
区
園
（
貸
農
園
）
に
３
月
31

日
付
で
空
区
画
が
で
き
る
た
め
、

次
の
と
お
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

▽�

貸
出
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

※�

た
だ
し
、
１
世
帯
に
つ
き
１
区

画
の
貸
出
し
に
限
る

※�

継
続
使
用
希
望
の
場
合
、
最
長

５
年

▽�

場
所　

大
字
上
之
庄

　
　
　
　
（
桜
井
西
小
学
校
東
側
）

▽
資
格　

市
民
に
限
る

▽
１
区
画　

12
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
区
画
数　

28
区
画

▽
使
用
料　

年
間
５
千
円

▽�

募
集
期
間　

３
月
２
日
（
月
）

～
６
日
（
金
）

　

�

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
申
込
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
は

本
人
か
生
計
同
一
家
族
に
限
り
ま

す
。（
名
義
貸
し
が
判
明
し
た
場

合
、
直
ち
に
解
約
と
し
ま
す
。）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市

計
画
課
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
２
２
２
）�����【
都
市
計
画
課
】

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生

募
集

　

あ
な
た
も
手
話
を
覚
え
ま
せ
ん

か
？

■
基
礎
編
（
計
26
回
）

▽�

対
象
者　

入
門
編
修
了
者
ま
た

は
同
等
レ
ベ
ル
の
経
験
者

▽�

日
時　

５
月
９
日
（
土
）
～
11

月
７
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
た
だ
し
、
８
月
15
日
（
土
）

は
休
み
）

▽�

費
用　

１
、４
７
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室
２

▽�

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
番
号
を
記
入
し
、
ハ

ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
聴
覚
障

害
者
協
会
事
務
局　

芳
本
光

司
（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大

字
三
輪
１
１
９
‐
９
・
FAX�
45
‐

４
１
２
３
）
へ
。

▽
締
切　

４
月
24
日
（
金
）
必
着
。

※�

申
込
者
に
は
後
日
連
絡
が
あ
り

ま
す
。�����������【
社
会
福
祉
課
】

女
性
消
防
団
員
募
集

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

主
な
活
動
内
容　

火
災
予
防
・

地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
、
応

急
手
当
の
普
及
活
動
、
災
害
時

の
後
方
支
援
等
。

▽�

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

以
上
45
歳
未
満
の
健
康
な
女
性

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
課
消
防
団
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
０
８
）

【
危
機
管
理
課
】

自
衛
官
募
集

【
自
衛
官
各
種
】

●�

一
般
幹
部
候
補
生
（
海
・
空
飛

行
要
員
含
む
）

▽�

資
格　

《
大
卒
程
度
試
験
》
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未

満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修

士
課
程
終
了
者
等
（
見
込
含
）
は

28
歳
未
満
）

《
院
卒
者
試
験
》
修
士
課
程
終
了

者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
者

●
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

▽�

資
格　

専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬
剤

は
28
歳
未
満

▽�

受
付
期
間
（
共
通
）

　

３
月
１
日
～
５
月
１
日

▽
試
験
日
（
共
通
）

１
次
：
５
月
16
日
・
17
日
（
17

日
は
飛
行
要
員
志
願
者
の
み
）

２
次
：
６
月
16
日
～
19
日
（
内

１
日
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

●
一
般
公
募

▽�

資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

●
技
能
公
募

▽�

資
格　

18
歳
以
上
で
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
～
55
歳
未
満

▽�

受
付
期
間
（
共
通
）

　

１
月
８
日
～
３
月
24
日

▽�

試
験
日
（
共
通
）

　

４
月
10
日
～
14
日
（
内
１
日
）

　

詳
し
く
は
自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所
（

０
７
４
３
‐
63

‐
２
５
４
０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

nara

・
Ｅ
メ
ー
ル�hq1-nara@

pco.m
od.go.jp

）
ま
で
。

【
市
民
課
】

犬の飼い主のみなさんへのお願い
犬のしつけやフンの処理は飼い主のマナーで
す。一人のマナーの低下により、周囲には
多大な迷惑がかかります。犬の散歩時にはフ
ンを処理する道具を持参し、飼い主が責任
を持って後片付けをしましょう。また、犬・
猫のご相談などは、動物愛護セ
ンター（ 0745 ‐ 83 ‐ 2631）
へ問い合わせてください。

資
源
物
持
ち
去
り
防
止
に
協
力
を

資
源
物
を
出
す
際
の
注
意

①�

必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○�

カ
ン
・
ビ
ン
は
専
用
コ
ン
テ

ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
専
用
ネ
ッ

ト
ま
た
は
カ
ン
・
ビ
ン
専
用

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

○�

新
聞
等
は
十
字
に
束
ね
て
、

そ
の
ま
ま
カ
ン
・
ビ
ン
専
用

コ
ン
テ
ナ
ま
た
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
専
用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

②�

必
ず
決
め
ら
れ
た
日
の
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
部
】
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募金・相談

善
意
銀
行

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
数
多
く
の
善
意
の
預
託
を
、

福
祉
施
設
・
在
宅
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）・
小
規
模
通
所
授
産

施
設
利
用
者
等
や
災
害
に
あ
わ
れ

た
世
帯
に
見
舞
い
等
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

▽�

預
け
入
れ
先　

善
意
銀
行

（
社
会
福
祉
協
議
会
内　

大

字
桜
井
５
３
５
‐
１

42
‐

２
７
２
４
）・
社
会
福
祉
事
務

所�　
　

� 【
社
会
福
祉
協
議
会
】

《１月分》

み
そ
ぢ
会�

様

　
　

��

１
１
７
、９
５
１
円

桜
井
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト�

様�　

１
０
、０
０
０
円

‐
毎
月
１
日
は

「
桜
井
安
全
・
安
心
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
‐

   【
危
機
管
理
課
】

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9時 30 分から電話で奈良弁護士会
へ。（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25 分間〉

３月 12 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
3月 2 日（月）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40 分間〉

①３月 13 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①3月3日（火）午前8時30分以降
②3月11日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】②３月 26 日（木）

13：00 ～ 16：20

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40 分間〉

３月 27 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2階
相談室

要

3 月 13 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 ３月 11 日（水）

13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　�【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

3月 2日～ 31 日
（日・祝日除く）
��9：00 ～ 18：00

桜井駅前
南口エルト
桜井 2階

不要 若者サポートステーションやまと（ 44‐2055）������������【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』

人権に関わる様々な悩み
ごと

３月 18 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42 ‐ 9111 内線 561）

【人権施策課】

女性相談

女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ド
メスティックバイオレン
スなど）

３
月
23
日
（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課
男女共同参画係へ。
（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111
（内線 564）不要
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催し・講座（市内）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　

味う
ま
ざ
け酒

三
輪
の

里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽�

日
時　

３
月
15
日
（
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽
費
用　

無
料

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）
JR
三
輪
駅

→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜
展

望
台
→
三
輪
茶
屋
趾
→
恵
比
須

神
社
→
古
い
商
家
街
並
み
→
JR

三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX�
42
‐
７
５
３
０
）

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催

活
き
活
き
講
座

◆�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
第
２
弾

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情

報
の
共
有
と
発
信

▽�

講
師　

瀧
野
太
郎
さ
ん

　
（LU

LU
�JAPAN

社
長
）

▽�

日
時　

３
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん

店
）

▽
申
込
締
切
日　

３
月
13
日（
金
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電
話

で
、
三
宅
嘉
彦
（
大
字
桜
井

１
０
０
０
ヘ
ア
ー
モ
ー
ド
サ

ロ
ン
ミ
ヤ
ケ
（

０
９
０
‐

３
０
５
０
‐
０
７
７
１
）ま
で
。

第
58
回

鎮
守
の
森
を
観
に
行
こ
う
か
い

　

～
大
福
か
ら
穴
師
の
里
へ
～

▽�

日
時　

４
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

▽�

集
合
場
所
・
時
間　

近
鉄
大
福

駅
北
口
前
広
場　

午
前
９
時
集

合
（
森
と
ふ
れ
あ
う
市
民
の
会

の
旗
が
目
印
）

▽
定
員　

50
名
（
申
込
先
着
順
）

▽�

費
用　

５
０
０
円
（
資
料
代
・

謝
礼
等
含
む
。
中
学
生
以
下
は

無
料
。
当
日
徴
収
）

▽�

コ
ー
ス　

近
鉄
大
福
駅
北
口
広

場
→
三
十
八
柱
神
社
→
泡
子
地

蔵
堂
（
大
福
）
→
森
本
六
爾
夫

妻
顕
彰
碑
→
天
満
神
社（
大
泉
）

→
カ
ワ
イ
（
芝
）
→
木
楽
屋
・

中
宇
木
材
→
国
津
神
社（
箸
中
）

→
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
→
慶
運
寺
・

石
棺
仏
→
相
撲
神
社
・
勝
利
之

聖
碑
（
穴
師
）
→
JR
巻
向
駅

▽�

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
森
と

ふ
れ
あ
う
市
民
の
会
事
務
局

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
５
１
２
三
輪
座
内
）
へ
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

森
と
ふ
れ
あ

う
市
民
の
会
事
務
局
（

49
‐

３
８
１
８
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の

会　

公
開
講
座

　

纒
向
遺
跡
辻
地
区
の
発
掘
調
査

と
そ
の
成
果
か
ら
、
今
何
が
分

か
っ
て
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
を

考
え
る
講
座
で
す
。

▽
日
時　

３
月
26
日
（
木
）

　
《
開
場
》　

午
後
０
時
30
分

　
《
開
演
》　

午
後
１
時

▽
場
所　

ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

森
暢
郎
さ
ん

　
（
纒
向
学
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

▽
費
用　

無
料
（
※
申
込
不
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

（
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
内

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
４
２
）

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

子
育
て
支
援
事
業

つ
ど
い
の
広
場
に遊

び
に
き
て
ね

　

子
育
て
親
子
の
交
流
・
相
談
の

場
と
し
て
桜
井
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽�

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日
（
出

張
つ
ど
い
の
広
場
開
催
日
は
休

み
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▽�

場
所　

桜
井
西
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
分
館
（
大
字
西
之
宮

２
１
１
‐
１
）

▽�

費
用　

月
額
３
０
０
円
（
１
回

利
用
の
時
は
１
０
０
円
）

▽�

対
象　

０
歳
～
就
学
前
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽�
問
い
合
わ
せ
先　

つ
ど
い
の

広
場
専
用
電
話
（

43
‐

９
１
１
２
）�����【
児
童
福
祉
課
】

「
ま
ほ
ろ
ば
の
里　

卑
弥
呼
」

５
周
年
記
念
感
謝
祭

▽
日
時　

３
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽�

場
所　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
卑
弥
呼�

　
　
　
　
（
桜
井
駅
北
口
）

▽
内
容

・
ひ
み
こ
ぜ
ん
ざ
い　

無
料

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

　

他
に
抽
選
会
や
子
ど
も
た
ち
に

お
楽
し
み
く
じ
引
き
が
あ
り
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
み

な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ほ
ろ

ば
の
里
卑
弥
呼
（

46
‐

１
７
８
７
）　�������� 【
秘
書
課
】

桜井グルメグランプリ決定戦！

第２回 桜
さ く ら い

井市
い ち ば

場～ん 開催　
　桜井市商工会青年部は、市内で一番おい
しい店を選ぶイベント「桜井グルメグラン
プリ決定戦」を開催します。前回出店数よ
り多くなり 15 店舗で決定戦を行い、各店
は腕によりをかけた一品で勝負します。物
産展や各種イベントも同時開催します。

▽日時　３月 15 日（日）※雨天決行

▽時間　午前 10 時 30 分～午後４時 30 分

▽費用　入場無料

▽ �会場　芝運動公園内（JR 万葉まほろば
線三輪駅より南へ徒歩約５分・駐車場
100 台以上あり）

▽ �問い合わせ先　
　桜井市商工会
　（ 43 ‐ 0131）　　　　��【商工振興課】
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催し（市内・市外）

第
58
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

３
月
12
日
（
木
）

　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー

ト
▽�

出
演
者　

　

本
多
美
知
子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

細
井
真
紀
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
を
考
え

る
桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０

‐
６
７
５
１
‐
５
７
０
８
）�

第
16
回　

桜
井
市
音
楽
協
会

定
期
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

３
月
22
日
（
日
）

　
《
開
場
》
午
後
１
時
30
分

　
《
開
演
》
午
後
２
時

▽�

場
所　

市
立
図
書
館
研
修
室
１

▽�

内
容　

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
テ

ノ
ー
ル
独
唱
、バ
リ
ト
ン
独
唱
、

ピ
ア
ノ
独
奏
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー

ン
独
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

桜
井
市
音
楽
協
会

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

桜
井
市
音
楽

協
会　

庵
前
（

０
９
０
‐

２
０
６
０
‐
４
２
４
６
）

【
社
会
教
育
課
】

就
職
応
援
フ
ェ
ア

「
企
業
合
同
説
明
会
」

　

県
内
の
求
人
企
業
88
社
（
予

定
）
が
、
学
生
等
の
就
職
希
望
者

に
会
社
概
要
や
求
人
内
容
等
を
説

明
す
る
「
企
業
合
同
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、「
合
説

１
０
０
％
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」や「
就

活
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」の
ほ
か
、ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
無
料
職
業

紹
介
所
コ
ー
ナ
ー
等
、
様
々
な
就

職
支
援
も
同
時
に
開
催
し
て
い
ま

す
。事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽�

日
時　

３
月
12
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
９
時

30
分
～
受
付
開
始
）

▽�

場
所　

奈
良
県
文
化
会
館
（
奈

良
市
登
大
路
町
６
‐
２
）

▽�

対
象
者　

平
成
28
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
平
成
24

年
３
月
以
降
の
既
卒
者
（
新
卒

扱
い
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

な
ら
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
（
一
社
）
奈
良
経
済

産
業
協
会
若
年
者
地
域
連
携

事
業
（

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
）      【
商
工
振
興
課
】

　　

　公民館祭は、社会教育実践の場として、日頃の学
習成果を展示・発表し、各クラブ・サークル生、教室・
講座生の意欲の高まりを図ります。また、祭を通じ
て広く市民のみなさんにこれらの成果を見ていただ
き、公民館の利用や参加を呼びかけるものです。
　あわせて公民館利用者の連帯感を強め、より一層
公民館活動振興へ貢献することを目的に開催しま
す。
　

▽日時　３月 14日（土）午前10時～午後４時
　　　　３月 15日（日）午前９時～午後４時

▽場所　中央公民館・市民会館

▽主催　中央公民館・中央公民館クラブ連絡協議会

◎開会行事　（中央公民館２階視聴覚室）
　３月 14日（土）午前 10時～

◎作品展示（中央公民館１階～３階）
生花・絵手紙・洋画・日本画・俳画・押絵・組紐・パッ
チワーク・棒針編・和紙絵・書道・筆ペン・俳句・
短歌・陶芸・木彫・七宝・フラワーアレンジメン
トの各教室およびクラブ

◎公開学習（中央公民館３階和室）
　３月 14日（土）午前（開会式終了後～）
　茶道クラブ（表千家）

◎イベント広場（中央公民館前広場）
　３月 14日（土）午前 10時～〈作品即売コーナー〉
　　俳画クラブ・陶芸クラブどりい夢
　３月 15日（日）午前 10時～〈作品即売コーナー〉
　　第３パッチワーククラブ

◎ミュージックフェスティバル（市民会館）
　３月 15日（日）午前９時 15分～午後３時 30分
〈午前の部〉

◆筝曲撫子会
◆大正琴福寿草
◆桜井楽鼓の会
◆銀音じゃず楽団
◆邦楽竹桜会
�◆フォークダンスやまざくら
◆歌謡クラブ花水木

〈午後の部〉
◆桜井少年少女合唱団
◆桜井混声合唱団
◆�桜井・遊 ing ハーモニカクラブ
◆桜井エコー
◆桜井市吹奏楽団
◆�ときわぎジョイフルハーモニー

【中央公民館】

第 33 回 公 民 館 祭



28広報わかざくら　平成27年３月号

スポーツ・お知らせ

第
54
回
市
民
体
育
大
会

武
道
大
会
参
加
者
募
集
！

▽
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　
《
開
会
式
》
午
前
９
時
30
分

▽
場
所　

総
合
体
育
館

▽�

種
目　

柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
・

少
林
寺
拳
法

▽
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤

の
人
（
小･

中
・
高
・
一
般
）

※
問
い
合
わ
せ
は
総
合
体
育
館
へ

第
１
９
８
回
市
歩
こ
う
会

～
石
山
寺
か
ら
醍
醐
寺
へ
～

（
健
脚
コ
ー
ス
）

▽
日
時　

３
月
22
日
（
日
）

　

桜
井
駅
北
口
午
前
８
時
集
合

▽�

コ
ー
ス　
（
約
18
㎞･

４
時
間

30
分
）
京
阪
石
山
寺
駅
→
石
山

寺
→
岩
間
寺
→
東
笠
取
→
清
滝

宮
→
西
笠
取
→
開
山
堂
→
醍
醐

三
宝
院
→
地
下
鉄
醍
醐
駅

▽�

参
加
費　

３
０
０
円
（
別
途
拝

観
料
が
必
要
で
す
。）

▽
申
込
締
切
日　

３
月
18
日（
水
）

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９ http://w

w
w

.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

◆
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
人
権

文
化
を
育
て
る
市
民
の
集
い
」
で

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ト
ル

ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
小

森
新
一
郎
さ
ん
に
「
い
じ
め
っ
て

な
ん
で
す
か
？
～
い
じ
め
に
対

す
る
、
大
人
の
認
識
を
考
え
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
森
さ
ん
は
、

１
９
９
８
年
に
一
人
娘
の
香
澄
さ

ん
を
い
じ
め
に
よ
る
自
死
で
亡
く

さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の
香
澄
さ
ん

が
残
さ
れ
た
言
葉
「
や
さ
し
い
心

が
一
番
大
切
だ
よ
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
た
め
、「
子
ど
も
を

守
る
た
め
に
は
、
加
害
者
側
の
心

の
ケ
ア
が
大
切
」
と
の
考
え
で
、

幅
広
い
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
小
森
さ
ん
は
、「
い
じ
め
は
大

き
な
社
会
問
題
で
あ
り
、
未
成
年

の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
が
自
殺
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
国
の

異
常
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
加
害
者
も
ネ
グ
レ

ク
ト
や
様
々
な
圧
力
か
ら
ス
ト
レ

ス
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
が
弱
い

立
場
に
あ
る
人
へ
の
い
じ
め
行
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
ま
ず
は
加
害
者
の
心
に
寄
り

添
い
、
い
じ
め
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

『
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
に
も
問

題
が
あ
り
、
い
じ
め
ら
れ
て
も
仕

方
が
な
い
』
と
い
じ
め
を
正
当
化

す
る
風
潮
を
改
め
、『
い
じ
め
ら

れ
る
側
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
い

じ
め
る
側
が
絶
対
悪
い
』
と
い
う

こ
と
を
は
っ
き
り
と
し
た
言
葉
で

言
う
こ
と
が
大
切
だ
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

◆
す
べ
て
の
子
ど
も
達
が
本
来

も
っ
て
い
る
「
や
さ
し
い
心
」

（
ジ
ェ
ン
ト
ル
ハ
ー
ト
）
を
育
む

こ
と
こ
そ
、
い
じ
め
問
題
解
決
の

あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
確
信
し
活

動
さ
れ
て
い
る
小
森
さ
ん
た
ち

に
、
私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
人
権
施
策
課
】

（224）

人
権
コ
ー
ナ
ー

『
い
じ
め
に
対
す
る
、
大
人
の
認
識
を
考
え
る
』

人
権
コ
ー
ナ
ー

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
決
定
！

　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
の
施
設
名

指
定
管
理
者
の
名
称

指
定

期
間

桜
井
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
く
ら
い
人
権
ネ
ッ
ト

平成 27 年４月１日～
平成 30 年３月 31 日

桜
井
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
分
館

桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
分
館

桜
井
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

桜
井
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
分
館

【
総
務
課
】
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放
置
自
転
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
と
良
好
な
生
活
環
境
を
保
持
す

る
た
め
「
桜
井
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」に

基
づ
き
、
近
鉄
・
JR
桜
井
駅
、
大
福
駅
周
辺
に
放
置
禁
止
区
域
を
設
け
て

い
ま
す
。
放
置
禁
止
区
域
で
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
放
置（
駐
輪
）さ
れ

た
場
合
は
、
市
が
移
動
し
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
置
自
転

車
等
は
歩
行
者
や
他
の
交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
多
く
の
人
々
に
迷
惑
を
か

け
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
放
置
自
転
車
の
な
い
住

み
よ
い
街
に
す
る
た
め
、
自
転
車
等
は
必
ず
駐
輪
場
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

　

移
動
し
た
自
転
車
は
桜
井

駅
南
口
の
自
転
車
保
管
所
で

保
管
し
て
い
ま
す
が
、
半
数

以
上
が
引
き
取
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
移
動
後
60
日
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
引
き
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
返
還
時
に
必
要
な
物

　

�

保
管
自
転
車
等
引
取
通
知

書
（
持
ち
主
が
確
認
で
き

た
場
合
、
市
役
所
か
ら
送

付
）、
自
転
車
の
鍵
、
学
生

証
・
免
許
証
等
の
名
前
と

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
、

移
動
費
２
、０
０
０
円
（
移

動
日
か
ら
14
日
を
過
ぎ
る

と
保
管
費
１
、０
０
０
円
を

別
途
加
算
）

▽�

返
還
時
間　

年
末
年
始（
６
日
間
）以
外

の
日
の
午
前
９
時
～
午
後

４
時

【
危
機
管
理
課
】

草刈り作業 剪定作業

◆
仕
事
の
配
分

　

発
注
者
か
ら
の
仕
事
を
セ
ン

タ
ー
が
受
領
し
、
仕
事
の
内

容
と
就
業
条
件
に
応
じ
て
会
員

に
配
分
し
ま
す
。
た
だ
し
、
会

員
の
就
職
や
収
入
の
保
証
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
講
習
会
の
開
催

　

草
刈
り
、
植
木
の
手
入
れ
等

の
講
習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
入
会
を
希
望
す
る
人
は

　

桜
井
市
に
居
住
す
る
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入

会
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、

入
会
説
明
会
を
受
け
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
会
員
入
会
説
明

会
の
第
１
回
目
は
、
３
月
27
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
中

央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室
で
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
１
回

説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

※�

日
程
は
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

◇�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、豊
か
な
経
験
に
基
づ
き
、

真
心
と
信
用
を
大
切
に
優
し

い
心
づ
か
い
と
気
配
り
を
し

な
が
ら
着
実
に
仕
事
を
し
ま

す
。

◇�

急
に
臨
時
の
仕
事
が
で
き
、

そ
れ
が
高
齢
者
に
向
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
と
き
や
、

新
た
に
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
決
ま
っ
た
期
間
内

に
仕
事
を
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に
は
、ぜ
ひ
、

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◇�

発
注
を
受
け
た
後
、
事
前
に

仕
事
の
内
容
等
を
確
認
し
、

請
負
ま
た
は
派
遣
に
て
受
付

け
ま
す
。（
仕
事
の
内
容
に

よ
っ
て
、
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）

※�

詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
西
分
庁

舎
内

42
‐
１
２
０
４
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

事
業
者
、
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん

　

こ
ん
な
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」の中から、桜井市金屋にある「仏教
伝来の地碑」あたりに行ってきたよ～。

　６世紀ごろ、金屋の河川敷公園のあたりに、百
く だ ら

済から仏教が公式に伝え
られたとされていて、ここには『仏教伝来の地碑』が建てられているよ。

　かつて、このあたりは海
つ ば い ち

柘榴市と呼ば
れ、男女が集まってお互いに歌を詠み交
わす歌

うたがき

垣をしたりして求婚（プロポーズ）
したところなんだって～。公園内には、
海柘榴市の歴史上の出来事を説明したも
のや、この地で詠まれたとされる万葉集
の歌などを紹介したものもあるよ！

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課（ 42 ‐ 9111 内線 348）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp　　　　　　　　　

【観光まちづくり課】

このあたり一帯は、９月に行わ
れる「大和さくらい万葉まつり」
の会場となっているところなん
だよ。

　日本書紀によると、難波の津（大阪）に
帰国した遣隋使が川船で大和川を上がって
海柘榴市に戻った際に、飾り馬を置いてお
迎えしたとされているよ。だからこの場所
には色鮮やかな馬が飾られているよ。一度
訪れてみてね！
　近くには、「磯

し き し ま

城嶋公園」があっ
て、６世紀に欽明天皇がこのあた
りに「磯

しきしまのかなざしのみや

城嶋金刺宮」を置いたと
されているよ。

文 文

文

仏教伝来の地碑

磯城嶋金刺宮伝承地

保健会館

上下水道部（旧水道局）

城島小桜井高校

三輪小

大和川（初瀬川）

金屋河川敷公園

磯城嶋公園

大向寺橋

馬井出橋

三
輪
駅

JR
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

中和幹線

出口橋

地碑の対岸には「遣隋使節帰国
の図」もあるよ。

　２月号の「ひみこちゃん�記紀万葉の地を訪れる - その９-」
の與喜天満神社についての記述の中で、「お祭りの日には徳
川家光が奉納した古神

みこ し

輿が門前町をお渡りしている」とあり
ましたが、現在は、新しい神輿で門前町をお渡りしています。
「将来、この古神輿も復活させたい」とのお話がありました。
訂正してお詫びします。

平成の海柘榴市 歌垣火送り

ここにいるよ
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❀桜井市
ＰＨＯＴＯニ ュ ー ス

「１日文化財防災官として消防設備を点検」
　奈良県広域消防組合消防本部では、１月 23 日～ 29
日までの第 61回文化財防火運動に伴い、大神神社内の
消防用設備を点検しました。また、大神神社の巫女であ
る辰井亜優さんが１日文化財防災官として任命されまし
た。
　女性消防吏員の制服に身を包んだ辰井さんは、普段と
違った視線で境内にある消防設備を点検することで、貴
重な文化財を自分達の手で守るという強い防災意識を感
じられたようでした。

「図書館フェスティバル開催！」
　市立図書館で２日間にわたる図書館フェスティバルが
行われ、５つの講演会や人形劇などに多くの人が参加し
ました。
　講演会はどれも興味深い内容となり、真剣にメモを取
りながら耳を傾ける人もいました。人形劇や紙芝居に集
まった子どもたちは、一緒に声をあげたり笑ったりにぎ
やかな時間を過ごしました。また、直接さわって遊べる
昔ながらのからくり人形の展示では、それぞれのからく
りに目を丸くしながら楽しんでいました。

「相撲発祥の地の『相撲史あれこれ講演会』」
　観光まちづくり協議会と野見宿禰顕彰会の共催によ
り、相撲発祥の地の『相撲史あれこれ相撲講演会』がま
ほろばセンターで開催され、約 100 人が参加しました。
　元ＦＭハイホーパーソナリティで講師の植村幸子さん
が、日本書紀の記述等をもとに相撲の歴史について講演
されました。
　野見宿禰に関することを中心に話され、最後に『相撲
発祥の地』桜井をもっと全国に発信していかなくてはな
らないと強調されました。

「絵画や茶道を体験したよ！」
　毎年、子どもが文化に触れあう機会を作るため、文化
協会が主催で開催している「子ども文化教室」を今年度
も開催しました。参加した子ども達は、絵画と茶道の 2
つを体験しました。
　絵画教室は「好きな絵を描く」がテーマであったため、
何を描こうかと悩んでいたようですが、先生の指導のも
と、無事描き上げることができました。
　茶道は少し難しかったようですが、一生懸命お茶をた
て、皆で楽しんでいました。

1/24

1/25

ＮＥＷＳ❀✿✿

1/23

2/7
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432-1（
0744-42-9111） ◇市民の動き◇　平成 27 年１月 30 日現在（前月比）

〈人口  59,390 人 (-34)〉〈男  28,288 人 (-13)〉〈女  31,102 人 (-21)〉〈世帯数  24,307 世帯 (+63)〉
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